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開 会 あ い さ つ 

 

○議長（谷口雅人）  ただいまの出席議員は１０名であります。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（谷口雅人）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、８番、波多恵理子議員、

１０番、大河原昭洋議員を指名します。 

 

日程第２．一般質問 

 

○議長（谷口雅人）  日程第２、一般質問を行います。 

  質問者は、お手元に配付しているとおりです。 

  なお、一般質問は、会議規則第６１条第４項の規定により、一問一答方式によ
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り行い、質問、答弁を合わせて４０分以内とします。 

  それでは、受付順に、これより順次行います。 

  初めに、宮本行雄議員の質問を許します。 

  ５番、宮本行雄議員。 

○５番（宮本行雄）  おはようございます。議長の許可を得ましたので、一般質

問を行います。 

  智頭町地域防災計画の第１章第３節に、次のような内容が書かれています。智

頭町は、しばしば大雪に見舞われ、まち中心部でも豪雪が１メートルを超えると

ころがあり、豪雪地帯に指定されています。３０年に一度ぐらいの割合で起こる

大雪は、１．５メートルから２メートルぐらいであり、この程度の大雪を想定し

て防災対策を整備すべきであるとあります。 

  豪雪予防計画、この計画は、積雪による交通路の途絶、通信線の切断、雪崩等

のよる家屋・住家の被災、さらには、孤立集落の発生など、長期化が予想される

雪害を未然に防止し、迅速的確な除雪作業を図ることを目的とする。町管理の施

設についての除雪は町が行う。国道、県道については、国、県及び関係機関と連

携、協議するとあり、そして、町道については、路線の優先順位により除雪に努

めるものとする。町内の国道及び主要な県道についての優先順位は、鳥取県除雪

対策協議会の定める基準による。関係機関との連携、除雪対策をはじめ、積雪に

よる被害等の拡大防止のため、町は国、県、ライフライン関係機関等との緊密な

連携により、情報共有を図るものとするとあります。 

  そこで、総合計画にもあるように、一人一人の人生に寄り添えるまちを目指し

ていく上で、近年の異常気象を考えたとき、除雪対策は重要と思います。 

  そこで、自助の除雪、共助の除雪について、町長の考えを確認の意味で伺いま

す。 

  以下の質問は、質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  自助共助の充実ということの問いであります。 

  先ほど議員の言われたとおり、智頭町の地域防災計画の本町の気象状況の概要

にその記載があります。この計画では、大雪の対応として、自助として、住居及

び周辺の除雪及び屋根の雪下ろし、そして、火災等の災害に備え、消火栓など消

防水利の除雪、次に共助として、集落等の生活環境の除雪や、相互の屋根の雪下
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ろし、自治会長、区長とか町内会長と民生児童委員等による地域巡回及び相互の

連絡、そして、ひとり暮らし高齢者など要配慮者への声かけ、周辺の除雪や屋根

の雪下ろしなど、こういったことを定めているところであります。 

  少子高齢化が加速する今日では、自助では対応が難しい状況であるというふう

なことは認識しておりまして、共助での取組がますます重要になってきておりま

す。大雪時には、大型の除雪機で作業できない生活に密着した狭小道路や歩道の

多くにつきましては、地域の皆さんの力をお借りした除雪をお願いしているとこ

ろであります。 

  過去の一般質問でも、その必要性や抱える課題について答弁させていただきま

したが、高齢化や人口減少によって、その対応が困難になっていくと予測されま

すので、個人、地域、行政の役割を明確にし、地域の実情に応じた除雪対策、サ

ポート体制を作り上げていく必要があると考えております。 

  本町が行う地域除雪支援「小型歩道除雪機」の無償貸与、この事業では、昨今

の雪の影響もあろうかと思いますけども、申請集落が急増しており、これは、地

域の自立は地域でやろうやという共助の精神の表れだというふうに思いますし、

平成２９年、そして、今年１月の豪雪において、地域振興協議会、消防団また地

域住民により展開された地域の除雪、立ち往生車両ドライバーへの声かけ、食料

提供、一時避難所を開設、こういったことなど、住民の皆様の心温まる行為は、

これぞ地域の支え合い（愛）であり、本町ならではのおせっかいではないかと強

く感じたところであります。今後も、こうした取組はもちろん、自治会で取り組

む支え愛マップ作りの推進や、地区振興協議会、自主防災組織、消防団の活動な

ど、連携していたいというふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  町長が今言われました、共助による町内会、あるいは地域

による除雪等が非常に今後重要になってくると考えます。高齢者が増えている現

状で、一人ではなかなか除雪も困難になっている。町から貸与された小型除雪機

を活用した道路等の除雪など、本当に地域あるいは町内会、感謝しておりますん

で、この場を借りて、ありがたくお礼を申し上げておきます。 

  ただ、まだ智頭町には多くの集落があり、小型除雪機が行き渡っていないのが

現状ですので、これについても、今後の予算等、いろいろ検討していただきたい

とお願いいたします。 
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  次に、智頭町地域防災計画にある大雪のとき孤立が予想される集落として、三

つの集落があります。その対応について、特に電線の破断による停電に対する備

えについて、どのような対策を検討しているのか伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  本年３月の第１回定例会で同様な一般質問に答弁している

とおり、本年１月末の大雪では、町内で８０センチを超える積雪があり、特に、

２７日から２８日にかけての大雪では、湿った雪の影響により、本町をはじめ、

県内各地で倒木による通行不可、停電などが発生し、本町では、板井原・倉谷で

は、数日にわたる集落孤立状態ということになって、地域住民の日常生活に大き

な影響を与えることというふうになりました。 

  この冬季の倒木対応については、これまで報告しているとおり、危険木の事前

伐採の実施に向け、関係機関、所有者との協議を行い、現在２か所で伐採を計画

しているところであります。 

  また、智頭町地域防災計画を定めている、先ほど議員も言われました孤立予想

集落の３集落、板井原、芦津、八河谷へ事前に備蓄品等の配備を検討していると

ころであります。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  今、孤立が予想される３集落についての対応を聞きました

が、その集落に、例えば地区の公民館に置いてあるような発電機の配備等は考え

られませんでしょうか、この点はいかがでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  やっぱり、このたびの孤立の中で出てきたのが、やっぱり

電気が来ないので暖房器具が使えないというのが一番ありました。ですので、最

重要で配備されるべきなのは発電機ではないかというふうには考えています。た

だ、どういったところに置くのがいいのかというのも、改めて、その地域と相談

しながら設置を考えていきたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  町長、考えられているということでしたので、聞くところ

によると、１台２６万円程度だというふうに聞いておりますので、今後の配備に

向けた予算措置等、ご検討のほどお願いしておきます。 
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  そして、大雪が積もれば倒壊のおそれもある特定空き家に対する対策について、

町長の考えを伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  このことも、令和４年６月の定例会で同じような質問に答

弁しておりますが、空き家等につきましては、所有者の財産であり、憲法で規定

する財産権や民法で規定する所有権、これに基づき、その所有者の責任において

自主的に管理することが原則となっております。したがいまして、そのまま放置

すれば、倒壊等著しく危険となるおそれのある空き家等については、町民の皆様

からの情報提供等をいただきまして、今後も引き続き、所有者に対して、条例に

基づく指導、助言等を行っていきたいというふうに思っております。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  特定空き家が万が一倒壊などすれば、近隣の方々に被害が

及ぶ可能性も出てきますので、その点について、町長のほうも十分把握しておら

れると思いますので、今後の対応については、重ねてお願いをさせていただきま

す。 

  そして、大雪の情報は、国、県、その他の関係機関などと共有されるとのこと

です。大雪時、鳥取自動車道・国道３７３号区間を同時通行止めという報道がさ

れましたが、それに伴う住民生活及び道路利用者に与える影響をどのように考え

ておられるのか伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  まず、今回、国交省から発信された一般国道３７３号及び

志戸坂トンネルの大雪時の全面通行止めの概要について説明させていただきたい

というふうに思います。 

  これまでも、通常の除雪作業が間に合わないような降雪が見込まれる場合、鳥

取自動車道を広範囲で通行止めにして集中除雪が行われておりますが、その際、

一般国道３７３号との重用区間である志戸坂トンネルは通行が規制されておらず

に、迂回路として多くの大型車両が国道３７３号に流入して、スタックや脱輪を

起因とする長時間の車両滞留が発生することになったために、鳥取道の河原イン

ターから佐用ジャンクションまで、そして、国道３７３号の一部区間を同時通行

止めとして、大雪時に広域迂回をお願いすることで、立ち往生を含めた冬季特有

の事故等を抑制するものであります。 
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  そこで、この規制がどう住民生活や道路利用者に影響するかという質問だとい

うふうに思いますが、志戸坂トンネルが完全通行止めとなりますので、その間は、

いかなる車両も西粟倉側へ直接越境できなくなってしまいます。しかし、大型車

両を除く車両につきましては、国道３７３号の規制ポイントである智頭宿交差点、

ガソリンスタンドのところから侵入が許可されることになっていますので、本町

の地域住民が帰宅できないということなど、生活面での不便をおかけすることは

ないかというふうに思っております。 

  そして、もう１点、大型車両の国道５３号流入による黒尾峠付近での立ち往生

の発生が懸念されますけども、志戸坂峠同様、こちらの区間も冬季交通の難所と

して位置づけられておりますので、除雪体制の強化など十分な対策がなされると

いうふうに考えております。 

  このように、規制による影響は少なからずあるものの、立ち往生などによる主

要道路の不通や渋滞を回避するための措置ですので、この地域住民の皆様にご理

解とご協力をお願いしていきたいというふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  そうしますと、今の町長の答弁によると、例えば、篠坂か

ら奥の生活道路、山形地区・山郷地区の住民の方には、直接通行規制ということ

はまずないというふうに考えてよろしいでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  そういうふうに考えてもらっていいと思います。ただ、智

頭から粟倉へ勤務されている方とか、粟倉から智頭に勤務されている方、この

方々にとっては、やはりそこは規制がありますので、辛抱していかなければなら

ないかなというふうには考えます。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  今、町長がいろいろ国道３７３号線、あるいは鳥取道につ

いての説明をいただきましたが、例えば、今年の１月に発生したような通行でき

ない状況が再び起こった場合の対応はどのようにお考えでしょうか、お聞かせく

ださい。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  この智頭町でも、ここ２年、かなりの降雪量となっており

まして、特に昨シーズンも同じように、立ち往生、倒木などの事象が発生してお



－８－ 

ります。こうした事象の発生を受け、関係機関が連携し、それぞれ対策を講じて

いるところですけども、立ち往生につきましても、各道路管理者、そして、周辺

の市町村がウェブで集い、集中除雪に伴う交通規制、スタック車両の救助対応な

ど、情報伝達や業務支援といった有事を想定した机上訓練を実施していますし、

現場対応につきましても、集中除雪はもちろん、ドライバーの安全確認、確保の

ための行動計画が示されていますので、自らの役割を認識し、速やかに対応に移

せるよう体制を整えておきたいというふうに考えます。 

  また、先ほど共助除雪の箇所でも少し触れましたけども、地元消防団や沿線住

民の皆様の自発的な行動も大きな力になると思われますので、こうした防災に関

する地域の取組に対して、まちとしても支援をしていきたいというふうに考えて

おります。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  先ほどの町長の説明の中に、国道３７３号線、鳥取道全面

通行止めになった際、恐らく、５３号線に回る車が増えてくるのではないかと予

想されますけれども、その際、５３号線がトラック等多く通れば、また通行でき

なくなるような事態が想定されるのではないかと心配しますが、その辺について

は、これはあくまで国の道路ですから、町がそこまではと思いますが、町長はど

のようにお考えでしょうか、お聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほども申しましたけども、大量の雪が降って、除雪とい

う行動をするときには交通規制をかけますので、これまでみたいなスタックなり、

車両が下手な運転してふらっと曲がったとかいうようなことが少なくなってくる

んではないかと思います。こういったことが過去２回ぐらいあったんで、道路管

理者である国交省も、それから鳥取県も、当然智頭町も一緒になって、そういっ

た情報共有をしていますので、できる限りそういうことがないように、なったら

どうするんだと言われても、ならないように連絡を密に取るということしか今の

ところは手だてはないのかなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  除雪についての質問をずっとさせていただきましたが、町

長は、町内の自助、公助の除雪から、国道あるいは３７３号線、５３号線、その

他の主要道路についての除雪についても、関係機関と情報を密に共有して取り組
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んでいかれるということで、そういう理解でよろしいでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  その理解で結構でございます。これまでもそうしてきたん

ですけども、これからも密にそういったことをやっていきたいというふうに思い

ます。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  そうしますと、最後に、国、県、その他関係機関との情報

を共有していただき、住民生活になるべく支障が起きないようにお願いをして、

私の一般質問を終わりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  以上で、宮本行雄議員の質問を終わります。 

  次に、大河原昭洋議員の質問を許します。 

  １０番、大河原昭洋議員。 

○１０番（大河原昭洋）  通告に従いまして、大阪・関西万博を契機とする観光

振興について、順次質問をいたします。 

  大阪・関西万博が２０２５年４月１３日から１０月１３日まで、約半年間の１

８４日間、大阪市を会場に開催されます。日本では、１９７０年大阪の千里で開

催された万博をはじめ、これまでに５回開催されておりますが、今回は、２００

５年の愛知万博から２０年ぶりの開催となります。 

  テーマは、「いのち輝く未来社会のデザイン」とされており、世界の８０億人

がアイデアを交換し、未来社会を共に創っていく姿勢を大切にするとされており

ます。 

  しかし、順調とは言い難い部分もあるようで、マスコミ報道によりますと、開

催に向けては、かなり大きな課題や問題点を抱えているようであります。ここで

は、このことについては触れませんが、予定どおり無事開催されることとして、

質問を進めさせていただきたいと思います。 

  予想される来場者は、国内外から約２，８２０万人とされており、２兆円を大

幅に超えるような高い経済効果が見込まれております。 

  そこで、１つ目の質問になります。 

  交通機関各社との連携による本町のポテンシャルである、豊かな自然、文化、

歴史、食などを生かした新たな周遊型観光コンテンツの造成も必要ではないかと
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思いますが、町長の所見を伺います。 

  以下は質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  大河原議員の質問にお答えします。 

  関西万博を契機とする観光振興の質問でありますけども、関西万博は、本町の

観光振興を図る、このためにもいい機会だと強く感じております。この場合、タ

ーゲット層は、主にインバウンド、いわゆる訪日外国人がメインになるんだとい

うふうに思っております。既にインバウンドに向け取り組んでいる宿泊事業者な

どからの声を聞くと、本町及び近隣を訪れるのは、欧米、もしくはアジア圏の富

裕層が多く、その特徴として、少々金額が高額でも、少人数、２人から４人とい

ったところだと思いますけども、少人数でゆったりとした旅行を好まれる、こう

いった傾向があるそうです。 

  また、プランを決めずに、現地に来て情報収集しながら行動を決定していく人

が多く、具体的には、飛行機予約アンド宿泊については、大体３か月から半年ぐ

らい前に行って、あらかじめ体験メニューを申し込むのではなくて、現地から申

し込むこと、これが多いということであります。 

  さらに、希望する体験としては、決してすごいことを求めているわけではなく、

例えば、まき割り、散歩、山登り、郷土料理を一緒に作る、畑仕事を一緒に行う、

点々あるんですけども、そういったことなど、日常的な日本の暮らしを感じられ

るものを好む方が多いということであります。 

  インバウンドをターゲットした場合に、議員がおっしゃる交通機関との連携も

大事、そういったこともあるんだろうと思いますけども、それ以上に、訪れた際

に予約せずにでも体験できるコンテンツの開発など、地元事業者との連携を強化

していくことが重要だというふうに思っています。 

  本町では、幸いにも宿泊施設など増えていっておりますので、今後、インバウ

ンドに対応していくためにも、このまちの観光協会が中心となって、麒麟のまち

ＤＭＯや、それから、町内事業者との連携を図りながら、コンテンツ開発やプロ

モーションを行っていく必要があるのではないかというふうに考えております。 

  さらに本年度からは、本町だけではなく、周辺自治体との連携も図っておりま

す。大原宿のある美作市、平福宿のある佐用町、そして、智頭急行と連携を図り

因幡街道三宿連携会議を発足しました。その目的は、自治体とエリア内事業所と
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の連携をもとに、それぞれの資源を生かした地域活性化を目指すことで、三宿エ

リアの振興と活性化を図るために、一緒になってコンテンツ開発やプロモーショ

ンを実施する、こういった計画にしているところであります。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  インバウンドということをターゲットにということで、

予約せずに利用できるようなコンテンツ開発、それから大原等々、三宿連携とい

うようなことで、一緒になって考えていくんだよというような趣旨の答弁をいた

だきました。 

  先ほどから言っておりますように、本町の立地条件を考えますと、大阪からス

ーパーはくとであったり、高速バスを利用しますと、約２時間で来ることができ

ます。鳥取県も、この機を逃がさまいということで、プロジェクトチームを亀井

副知事をリーダーとして立ち上げて、何とか鳥取に呼び込もうということで、一

生懸命頑張っているようですし、智頭町も、やはり三宿連携でやるということは、

町長から答弁もいただきましたけども、やはり、具体的なやっぱり取組というの

が必要ではないかと。このままでは、やはりスーパーはくとに乗って鳥取まで行

っちゃって、智頭は素通りされてしまうというようなことが考えられますし、鳥

取砂丘に行って、温泉に入って、海の幸をたらふく食べて、はい、さようならと

いうことになったら非常に悲しいなというふうに思いますので、智頭駅で降りて

いただく、智頭に来ていただくという、そういった具体的な取組ということがや

っぱり重要だなというふうに私は感じておりますので、そのあたりについて、町

長の答弁をもう一度求めたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  智頭町が新たな商品開発ということは、そうそう簡単にで

きるものではないというふうに思っています。今行っている智頭町の売りの部分、

例えて言うと、森林セラピーであるとか、それから、那岐山に上がってもらう、

沖ノ山に上がってもらうとか、それから、智頭宿をめぐってもらうと。今あるも

のを、いかにして皆さんにしていくか、ただ、先ほど言いましたけども、三宿の

中での一環としてする。それから、麒麟のまちＤＭＯの１市６町の中での一環と

してするということでないと、ただ単発に智頭町だけをターゲットにお願いねと

言っても、なかなか難しい部分があると思います。ですので、一つの商品として、
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海に行った後に山に来てねとか、山に来た後に海に行ってねとか、そういった流

れをもって、一つの商品として開発するというのが、ベストとは言いませんけど

も、ベターではないかなというふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  海に行った後に山に来てねというのはすごいと思うん

です。やはりそれが具体的な取組になってくるんじゃないかなというふうに思い

ますので、そういったところはしっかりと取組を進めていただきたいなと思って

おります。 

  ちょっと調べてみたんですけれども、先日の日本海新聞のところにもちょっと

記事が載っていたんですけど、実施主体である日本国際博覧会協会は、インバウ

ンドをはじめとする大阪・関西万博の来場者に対して、全国各地への周遊を促す

ことを目的として、各地域の旅行商品の検索に加え、予約から決済までできる観

光ポータルサイトを来春の２０２４年４月に開設する予定というふうにあります。

本町も今回のこういった観光ポータルサイトへの参加、そういうことにもチャレ

ンジしてみてはどうかなというふうにも思うんですけど、町長の見解いかがです

か。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  それは絶対かどうかというのは別ですけども、そういった

手法があれば、どんどん参加していきたいと。乗れるかどうかはまた別です。ど

ういったものなのかということをやっぱり理解した上で参加をしなきゃだめだと

思いますけども、そういったことができて、横のつながりが少しでも多くなれる

ものなら参加すべきだというふうには考えています。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  提案させていただきましたんで、すぐすぐするとか、

しないとかというようなことではないと思いますし、ちょっとそのあたりも調べ

てみて、検討するというふうな前向きな答弁をいただいたというふうに思います

ので、そのあたりについては、ちょっとまた検討していただきたいと思っており

ます。 

  あと、ここでは万博を起爆剤として、いわゆるどのような観光の在り方を考え

るのかというふうなことを申し上げているわけですけども、あるいは言い方を変

えれば、万博をきっかけとして、本町の観光の将来像ということをどういうふう
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にもっていこうと考えるのかということも非常に大切だというふうに私も考えて

おります。町長も、今まで行政経験豊富ですし、この観光ということに対しても

非常に力を入れてこられた町長でもありますので、町長の考えるこれからの観光

の将来像ということについて、見解を聞かせていただきたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  なかなか難しい質問されるんで、返答に困りますけども、

実際、今回の万博は一つのきっかけなんだというふうに思います。そして、先ほ

ど答弁したとおりに、万博のターゲットはインバウンドだろうと、主なものは。

ただ、これからの智頭町の観光というものを考えたときに、インバウンドだけを

ターゲットにしても、それは一過性のものになってしまうんではないかというふ

うに思います。あくまでも、万博は一つのきっかけとして、智頭町の観光の形を

作るんだけども、でもそれのターゲットは、そのインバウンドが後に来る国内の

人たちの観光というものにもやっぱり目を向けていかなければいけないのかなと

いうふうに思っています。ですので、そういった傾向をかたくなに一つの方向に

示すのではなくて、やっぱり機に臨んで変に応ずるという、やっぱりそういった

感覚を持って事を進めていくべきだというふうに考えます。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  本町は、春夏秋冬を通じて様々なイベントが行われて

おります。観光の柱である石谷家住宅、先ほど答弁の中にもありましたように、

森林セラピー、またまた恋山形駅とかいうような、見どころを挙げれば数多くあ

るんですけど、結局それが残念なところが、やっぱり点在をしているというよう

なところが非常にちょっと残念だなというふうに思いますし、何事もそうなんで

すけど、年数を重ねていきますと、どうしても色あせてくるということはいたし

方ないかなというふうに思っております。そのような問題点というのは、関係各

位と当然共有して、一つ一つを磨き直していくということは当然必要だろうとい

うふうに思いますし、あと観光と、この春から始まった共助交通ということを、

やっぱりこれを連携させるような取組ということも一つ重要ではないかなという

ふうに思っております。 

  例えば、半日コースであったりとか、１日コースであったりとか、１泊２日コ

ースであったりとか、そういった観光プランも検討するべきではないかなという

ふうに思うんですけども、いわゆる、これが共助交通を生かした周遊型観光とい



－１４－ 

うことも、ちょっと智頭町として取り組むべきことも必要ではないかなというふ

うに思うんですけど、そのあたりについては町長いかがでしょう。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  そういったことも考えなきゃいけないかなというふうに思

っています。ある程度計画をして、智頭町の駅に降り立って、さあ動こうという

方は、多分予約をして、のりりんを利用されているというふうに思いますけども、

そうじゃない方が降りたときに移動の手段がない、すぐすぐ予約できないといっ

たようなことがやっぱり一つ一つ出てきております。ですので、そういった方も

受入れることができるような、当然、その窓口は観光協会じゃないとだめだと思

いますんで、そういったことも含めて、いかに今のＡＩタクシーを利用できるか、

利活用できるか、広範囲にそれができるようになるかということも観光という分

野も含めて考えていきたいというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  観光ということを視点に考えれば、やっぱり共助交通

もまだまだ改善の余地はあるというふうに私も認識をしておりますので、この話

をずっとやりとりしても時間がちょっと経過してしまいますので、次のほうに移

りたいと思いますけども、本町に智頭急行の本社もありますし、万博を見据えて、

１２月３日から名探偵コナンのラッピングしたスーパーはくとも運行を始めまし

た。智頭急行に乗っていただくということで高い経済効果もありますし、また、

遠方から来ていただく人は、宿泊施設や飲食店、先ほども町長からありました宿

泊施設も徐々に増えているんだよというふうなこともありましたし、新型コロナ

で影響を受けた飲食業であったりとか宿泊業の方々も、確実に経済効果も高まっ

てくるというふうに思いますので、万博を見据えました新たな観光政策を期待し

て、関連して、次の質問に移らせていただきます。 

  （２）番です。大阪・関西万博の来場者が本町を訪れていただくためには、プ

ロモーション強化も必要と考えますが、その対策をどのように考えているのか、

町長の所見を伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  この件は、ちょっと先ほどの質問の答えにもかぶるように

なるとは思いますけども、やっぱり、当然効果的なプロモーションを検討してい

く必要があるんだというふうに思います。だからこれも智頭町一つの単体だけで
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考えるのではなくて、麒麟のまちＤＭＯ１市６町が、やっぱり一つの組織として

ありますし、先ほど言った三宿のこともあります。そういったことも含めてやっ

ていかなきゃだめなのかなというふうに思います。 

  ただ、智頭急行も鳥取県との協働の中で便を一つ増やすというようなこともや

っぱり出てきていますので、そういったことも含めて、この鳥取県、そして、鳥

取県周辺、智頭町周辺の組織ですね。そういったものでやっぱり対応していくべ

きかなというふうに思います。 

  もう一つは、今、智頭急行のことばっかり言っていますけども、因美線、今の

利用もやっぱりかなり低くなってきているという、先日の報道にもありましたけ

ども、やっぱりここを上手く利用するということも考えていくべきかなというふ

うに思っています。ですので、津山市と智頭町との話の中で当然必要だと思いま

すし、今、津山市の観光協会と智頭町観光協会と、ちょっと連絡を取りながら、

将来的にどうするのかという話も始まっていますので、そういったことも含めて

対応できたらなというふうに思っています。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  智頭急行だけではなしに、因美線の存続を見据えたと

いうふうなところで、町長というお立場はいろいろ大変だなというのは改めて感

じておるところではありますけども、ちょっと話を戻して、万博内に鳥取県のス

ペースが設けられるということが新聞報道にもありました。本町のＰＲというこ

とに向けても、そういった具体的な県との連携がとれないかなというふうにも思

うんですけど、何かまんが王国を全面に打ち出したようなスペースだというふう

にも報道に書いてありましたけども、そこの一角にでも、ちょっと智頭町を宣伝

していただけるような、そういったことができないのかなというふうにも思うん

ですけども、その辺の鳥取県との連携についてはいかがお考えでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  今、議員言われたことなんですけども、具体的には、その

スペースというか、どういうぐらいの大きさのスペースで、配分がどうなってい

くかというのは、まだまだはっきり分かっていないので、例えば、鳥取県内の１

９のスペースに分けたり、１ブロックはこの程度の中だよとかいうことが、具体

的にまだ私どもの頭の中に入ってきていませんので、その返答が困りますけども、

どういったことができるのかということは、これからやっぱり協議していくべき
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かなというふうには考えています。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  新聞報道によりますと、関西広域連合で設置する関西

パビリオン内に設ける鳥取県ゾーンで、まんが王国とっとりを印象づける導入展

示のコンセプトとなっているんで、もうその１９市町村のスペースというのは多

分ないと思います。そこの中で、何とかその智頭町をＰＲできるように、今日傍

聴席にも県会議員さんも来ておられますんで、よく聞いていただいているとは思

いますんで、そこはしっかりと智頭町を応援していただけるような取組というこ

とも、連携してやっていただくべきかなというふうにもちょっと期待していると

ころであります。 

  やっぱり、このことで時間をとっていてもしょうがないので、一つ思うのが、

ＰＲということになると、やっぱ人ですよね。人材ということがとても大切にな

ってくると思いますし、大きな力を発揮するものだというふうに思っております

ので、以前のように、鳥取県の関西本部の中に、人の配置ということを考えられ

ないものかなというふうにも思うんですけど、そのあたりについては見解いかが

ですか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  今、その人の配置までは考えていないんですけども、先年

来、鳥取県の中で、この全部１９市町村のことを細かく調べたわけではないです

けども、例えて言うと、智頭町人会関西支部とかというのはないんですよね。東

京都の智頭町人会とかというのはないんです。例えて言うと、東部の３町にはあ

るんです。なぜ智頭町がそんな組織を作っていないのかなという、ちょっと疑問

はあるんですけども、これをまず作ろうかなという思いを持っています。早速一

番は、関西智頭町人会というものができて、そこでのいろんな活動が、ちょっと

遅きに失しているかも分かりませんけども、でも、まだまだいけるんではないか

という思いを持っています。 

  ただ単に、関西事務所に人を配置するということでなくて、そういった関西圏

域に出ておられる智頭町出身の方々の組織を作って、少しでも智頭町というもの

を横に広げるような、そういったものになればというふうな思いを今は持ってい

ます。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 
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○１０番（大河原昭洋）  智頭町人会、鳥取県人会っちゅうのは当然あるわけで

すけども、ちょっと私もそのことも頭の中にありまして、人を配置するというこ

とは、いわゆる、そういったことの、例えば智頭町人会、智頭町関西クラブとか、

そういった名称にもなるんかも分かりませんけども、そういったことを作ってい

くためにも、どっかやっぱり窓口っちゅうのが当然必要になってくると思うんで、

そういったことを考えれば、関西本部に人を配置して、いろいろ情報発信の拠点

になっていただくとか、智頭町出身者かなりたくさんおられます。関西には。本

当に近いですから。そういった面では、そういう人たちの掘り起こしにも当然な

ってくるとも思いますので、これはちょっとおもしろいんじゃないかなと。先ほ

どちょっと東部４町のお話されましたけど、八頭町は、町の職員が派遣されてい

たようなんですけど、この４月から、八頭町出身者のいわゆる関西在住者という

のが商工観光コーディネーターとして新しく就任されているようなので、これは

正職を派遣するとなると、これはいろいろ大変なことだというふうなことも私も

考えますので、そういった智頭町出身者で、関西在住者で、そういったことにも

やっていただけるような方をちょっと考えてみてはどうかなと思うんですけど、

そのあたりについていかがですか、町長。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  今ここでは誰とは言いませんけども、一応、この人にとい

う思いを持って話はしているんです。やっぱり関西事務所に人を置くのが全てで

はないと思います。ただ、置いたら置いただけの仕事はしてくれるんではないか

という気はしますけども、実際、先ほど言いましたように、若桜であれ、岩美で

あれ、八頭であれ、町人会ちゃんと作っているわけですよね。それで、ほかの中

部、西部も、私の知っている中でも幾つかあるんです。ですので、やっぱりそう

いったことが、すぐすぐそういう組織ができるかどうかということは分かりませ

んけども、先日、関西の鳥取県人会に出たときに、智頭町出身者の方が３名おら

れました。やっぱりそういった方々を中心に横をつなげていく、私の同級生も何

人かおりますんで、そういったことも含めて、やっぱり組織化していく、まずは、

そこからということで、人を配置するという以前に可能性があるのかどうかとい

うようなところからも、ちょっと着手していけたらというふうに思っています。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  どっちが早いがいいのかというのは、これなかなか分
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からないところでもあるんですけども、やはり、先ほども町長触れられましたよ

うに、人を配置すると、それなりの仕事をしていただくと。当然やっていただけ

ると思いますし、今回の質問が万博を見据えたということなんで、やっぱりそう

いう人を配置するということは、万博だけではなし、その後も見据えた、将来を

見据えたということでは、必要ではないかなというふうにやっぱり思いますんで、

そこらあたりは、経費が一番かからない方法で、一番有効なやり方で、ここはや

っぱりこの時期に、私がこうやって質問しているということは、予算編成とか、

いろんな人事であったりとか、そういうふうな時期になっているというふうなこ

とを踏まえて、私も質問をさせていただいておりますので、そのあたりをおくみ

とりをいただいて、ちょっと前向きに検討していただきたいなというふうに思っ

ております。 

  万博という国際的なイベントが、今回大阪でということであります。このよう

な、いわば近いところで開催されるということは、今後、多分数十年は行われな

いだろうなというふうに思いますので、鳥取県に対しても、人材の配置であった

りとか、本町の本気度ということを示すことが大切だと思っております。万博会

期中もそうですし、終了後も見据えた観光、誘客、それから交流人口の拡大を目

指す取組を期待して、次の質問に移らせていただきたいと思います。 

  ２番目のキャッシュレス決済の導入についてです。 

  本町では、消費喚起を図る目的で、地域通貨「杉小判」がこれまでに７回配布

され、大きな経済効果をもたらしてきましたが、時代はキャッシュレス決済の普

及へと進みつつあります。町外への消費流出を食い止め、地域内の消費循環拡大

のためにも、地域電子カードの導入が必要と考えますが、町長はどのように考え

ているのか、所見を伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  地域電子カードの導入についての質問であります。まず、

本町では、既に実施しております地域消費循環のためのツールとして、まちのコ

インてご、それと杉小判がありまして、それぞれの特徴があります。てごは、実

際に円としての利用ができないので、いわゆる温かいおせっかいを通して、人と

人とをつなげる、ここに重きを置いております。 

  杉小判は、円として利用できますので、利用しやすさがあり、これまで経済対

策において活用し、利用率などからも、いわゆる９８％を超える利用率ですので、
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かなりの効果を発揮しているというふうに考えます。いずれも、地域内での経済

循環を促しているところですけども、議員ご提案の電子カードの導入によっては、

地域の経済、これの循環が拡大するということであれば、導入する意義はあると

いうふうに思います。 

  てごや杉小判といった既にあるツールとの連携が可能かどうか、また、デジタ

ル地域通貨の利用者がどの程度このまちにいるのか、こういった需要調査などを

踏まえた上で総合的に判断していく、こういったことになるのかなというふうに

思います。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  電子カード導入することで経済拡大がどれぐらいする

かということを慎重に検討しなければならないというふうな趣旨だと理解しまし

た。既にもう聞かれているかと思いますが、商工会さんの調査によりますと、地

域経済循環率は５４．４％で、約半分のお金が町外に流れているということでし

た。仮に町内の経済循環率を、これを約１０％高めると、町内で約５億円の経済

効果が見込めるということです。これは、統計上に基づく数字なので一概には言

えませんが、これにやっぱり近い数字が町外に流出していって、それをやっぱり

上げていく取組が必要なんだよということだろうというふうに思いますので、こ

の経済効果ということに関して、約１０％上げると５億円というふうなことでも

ありますので、この数字について、町長聞かれまして、率直な感想をちょっと聞

かせていただきたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほど言われました１０％が５億円なんだという、その分

母の話がどういう数字が根底にあるのかが分かりませんので、何とも言えないん

です。そして、この地域電子カード、いわゆる智頭町だけの単体で完結するのか、

それとももう少し広範囲にするのか、そして、根本として誰が差配するのかとい

うようなことも含めてでないと、なかなかやっぱり結果として、これがいいよと

か、これが悪いよとかは言えないんだろうと思います。 

  ですので、今回、商工会もそういった思いを持って提案をしてきたというふう

に考えていますので、実際、商工会がどういうふうな思いを持ち、どういう範囲

で、どの程度の例えば利用者を想定しているのかとか、やっぱりその辺のところ

も考えていかないといけないんだというふうに思います。県内でも、このカード
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を導入している自治体もあるというふうに考えていますけども、結果として、ま

だ導入して日が浅いということですので、どのぐらいの利用効果があったのかと

いうことも、今のところはまだ不明確だというふうに思います。ですので、そう

いったことも踏まえて、調査をしていけたらなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  この電子カードの導入について後ろ向きではないんだ

よと。やっぱりいろんな効果等々も調査をして、検証して、やはり考えていくと

いうようなスタンスだというふうに思っております。 

  やっぱり経済ということを考えますと、お金が町内に循環しますと、やっぱり

商店も当然もうかるという言い方がおかしいかも分かりませんけども、それなり

の売上げが上がっていく、売上げが上がっていくと、品ぞろえもよくなる。そし

たら、またお客さんが来るというような、いわゆる経済の循環というのがあるわ

けですけど、この経済学的なちょっとお話になってきますけども、このような考

え方について、町長の率直な部分の考えというのをちょっとお聞かせいただけま

すか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  やっぱり町内で金が回るということになれば、智頭町の経

済力といいますか、それが上がるんだというふうに思います。そうすればもう少

し、実際、雇用、いわゆる募集の結果、なかなか人がいないということになって

くると現状があるんですよね。そういったのはなぜかということになってくると、

やっぱり他の自治体といいますか、鳥取市なんかに比べて、どうしても給料が安

いと言われる部分がある。やっぱり経済力が上がれば、それが少しでも賃金が上

がっていくんではないかというふうな思いはあります。実際そういったことで、

智頭から鳥取へ、智頭から京阪神、智頭から関東圏域と出て行かれる方がたくさ

んあるのは事実なわけです。ただ、実際誰かさんの受売りではないんですけども、

可処分所得というようなことがあれば、鳥取県もろもろ考えて、上から８番目な

んだというところがあるんです。そういったことも、皆さんがなかなか理解して

もらえない、入る金は少ないけども、出る金も少ないんだよと。残る金がそこそ

こあるんだよというような考え方を持って、智頭町で暮らしていけるような、そ

ういった政策をとっていけたらというふうには考えます。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 
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○１０番（大河原昭洋）  先ほど可処分所得ということを言われましたけども、

やはり、経済力を上げていって、給料を上げていく。そうしたら、やはり智頭町

からの流出ということの歯止めにも一つつながるんではないかなというふうに私

も考えているところもありますし、これは、でもやっぱり、実際頂ける給料の金

額というのが分かりやすいんですよね。可処分所得といったら、どうしても分か

りにくいので、どうしてもやっぱりそういうふうな流れになってきちゃうんかな

というふうにも私もちょっと感じているところがありますんで、とにかく、その

経済力をいかに高めていくかということが大切だろうなというふうに私も感じて

おるところであります。 

  ちょっと話戻りまして、杉小判ということは、非常に冒頭触れましたように、

智頭町内の経済ということに関しては、かなり効果を発揮したというふうに私は

思っております。町民からしたら、非常に使い勝手がいい。金券ということもあ

りますんで、使い勝手がいいということでありました。 

  しかしながら、残念なのが、やっぱりその都度、いい紙で作っていますんで、

やっぱり印刷費であったり、改修委託料であったりというのが、もうかなりやっ

ぱりかかっているということは、私もちょっと感じておりまして、これを電子カ

ードということを導入することによって、経済対策なんかで国から支援される給

付金なども、そういったカードに交付ということもできるようでありますし、先

ほど言われましたような、まちのコインのてごとの連携であったりとか、様々な

ポイント付与ということに関しても、使い道の幅が大きく広がっていくんではな

いかなというふうに思うんですけども、調査をというふうな話をされましたので、

やはりそういったこともスピード感を持って、やっぱりやっていくべきではない

かなというふうに思うんですけど、そのあたりの町長の見解をちょっと聞かせて

いただけますか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  杉小判というのは、ご存じのとおり、やっぱり発行して、

じゃあ三月以内に使ってちょうだいねと。やっぱりそういったことをするから、

皆さんが何月何日までの期間だから使おうということで利用率がかなり上がって

いるんだというふうに思います。現金扱いというような格好で、カードにチャー

ジを皆さんしてねということになってきたら、やっぱりそれをいつまでに使わな

きゃならんということでなかったら、なかなか経済対策としては効果がないとは
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言いませんけど、薄くなるんではないかなという気はします。実際、現金給付で、

今回７万円をぼんと出しますと。出したら、みんな使うかといったら、なかなか

使わないんですよね。今日、明日のことに困っている人は使うんかも分かりませ

ん。でも、多少余裕がある人は貯金するわけです。すると、金が出回らないとい

うようなことになります。ですので、カードのやり方が全部正しいかどうか、経

済効果につながるかどうかというのは少し疑問があるんだと思います。でも、そ

ういったことで手数料が少しでも少なくなって、回る金がもうちょっとでも多く

なるよということになれば、またそれは考え方が変わってくるんで、この辺のと

ころもどういった効果があるかということも踏まえて、やっぱり研究する必要が

あるのかなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  カードを導入することによって、経済効果ということ

に関して、即効性があるかどうかということはもうちょっと研究しないといけな

いということだろうというふうに思います。私もそうだろうと思いますし、そこ

は、やはり他の導入している町村なんかの状況も早めにちょっと調査研究をして

いただいて、やはりこれは、それなりに効果ありというふうな判断をされると、

やっぱりこれはある程度スピード感がほしいなというふうに私も思っております。

コロナ禍によって、非常に町内の経済というのは苦しい思いをされている方もか

なりやっぱりいらっしゃいますので、そういったところも心の中にちょっととど

めていただいて、前向きに検討していただきたいなというふうに思っております。 

  先日、商工会の皆さん方との意見交換会をして、いろいろお話を聞かせていた

だきました。これ商工会の脱会者がやっぱり増えているということで、平成１７

年時点で、会員数が３３８人あったのが、令和５年では２２２人ということで、

２０年足らずの間に１１６人の会員が減少しているということでした。 

  主な理由の一つに、事業者の高齢化によるもの、それから、事業承継ができな

いということです。事業承継、これはいろんな理由があるとは思うんですが、こ

れがやっぱり仮にもうかるようになれば、家族に限らず、じゃあやってみようか

という人が必ず現れてくるというふうに思っておりますし、トスク問題で、失っ

て初めてその有難さに気づいたということもあったように、地元の商店は、買い

物弱者であったり、地域コミュニティにおいて重要な役割を担っておるというこ

とは、町長ご存じのとおりだというふうに思っておりますので、商売を諦めて、
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閉店、廃業にならないように、地元の商店が生き残るためにも、まちとして、先

を見据えた施策を心から要請をいたしまして、私からの質問を終わりたいと思い

ます。 

○議長（谷口雅人）  以上で、大河原昭洋議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

休 憩 午前１０時０６分 

再 開 午前１０時１５分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  次に、岡田光弘議員の質問を許します。 

  ３番、岡田光弘議員。 

○３番（岡田光弘）  それでは、議長の許可を得ましたので、通告に従い、町長

並びに教育長にそれぞれ一般質問を行います。 

  まず、最初の人口減少社会でのまちづくりでございますが、ちょうど一昨日、

日本海新聞にも出ましたので、皆さんも関心があるところだと思います。鳥取県

の人口、これは２０２２年１０月から２０２３年９月までの人口移動調査、いわ

ゆる年報で、鳥取県の人口５３万７，３１８人、それで戦後初めて、１年間で６，

０００人人口が減ったということでございます。その人口減が加速して、ギアが

一段上がったとも言われておりますし、その中身を見ますと、都市部への生産年

齢人口の偏在が伺えるという内容であります。 

  国立社会保障・人口問題研究所というところが、今年８月に発表した日本の将

来推計人口を見ますと、２０２０年の国勢調査の総人口、これ１億２，６１５万

人が、２０４５年には１億８８０万人を経て、２０５６年に初めて１億人を割っ

て、２０７０年には８，７００万人となることが推計されております。 

  一方、日本における日本人の出生数は、昭和４８年、これ１９７３年ですが、

２９０万人から、令和２年（２０２０年）には８１万人まで減少しております。

０歳から１４歳までの人口は、１９８０年初めの２，７００万人から令和２年の

１，５０３万人まで減少しております。 

  世界に目を向けますと、長期にわたって人口の停滞減少に悩んで、様々な少子

化対策や家族政策を講じてきた少子化先進国とも言われるフランスの例がよく取

り上げられているところでありますが、１９９３年に１．６６だった合計特殊出

生率が、２０１０年に２．０２まで回復をしております。その政策の柱は、一つ
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が、子どもがいても、新たな経済負担を生じないようにする。２番目として、保

育制度の拡充、３番目が育児休業の充実、この三つが柱のようです。我が国でも、

今年１月に首相の年頭会見で、こども未来戦略会議を設置し、異次元の少子化対

策として、今後３年間を集中取組期間として位置づけ、取り組まれております。 

  この政策の中身は、経済的支援と若い世代の所得向上、子育て世帯への支援拡

充、共働き・共育ての推進、社会全体の意識改革という４つの柱で構成されてお

りますが、児童手当の高校卒業までの支給期間の延長、第３子以降に支給額を倍

増するなどが検討されてきましたけれども、このプランを実施するには、３兆円

の財源が必要なことなどから、なかなか国全体での合意を得るということに対し

ては困難を極めているようであります。 

  一方、地方自治体に目を向けてみますと、お隣の岡山県奈義町において、２０

１９年の合計特殊出生率が２．９５まで回復をして、奇跡のまちとして、本年は

首相も訪問されるなど、全国から注目されているところであります。 

  奈義町での取組の柱を見ると、高校生までの医療費自己負担なし、高校生の就

学支援、年１３万５，０００円、中学生まで、ひとり親支援、年５万４，０００

円、在宅育児支援、月１万５，０００円、奨学金、町内居住での半額返済免除、

小中学校での教育教材費無償、アドバイザー配置のつどいの広場、一時預かりの

子育てサポート、保護者当番制の自主保育となっており、この中には、本町でも

既に取り組んでいる内容が数多く見られます。 

  奈義町で大きな成果を上げている要因として、子育て世代の親同士の交流が容

易に図れる場の提供や、なぎチャイルドホームへのアドバイザーの配置など、こ

れらは住民要望に基づいてのサポートで、口コミでの子育てに対する安心感が広

がっている点が大きいのではないかというふうに考えられます。 

  一方、本町の合計特殊出生率は、全国平均、鳥取平均、県平均を下回ってきて

おりまして、１．２台と人口維持するために必要とされる２．０８からは大きく

離れた数字が出ております。 

  国立社会保障・人口問題研究所の新しい一番直近の人口推計を見ますと、２０

２０年から２０４０年まで、本町の人口はさらに４５．８％減少し、３，３００

人となる見込みであるという衝撃の数字も出ております。この４５．８％という

減少率は、鳥取県内ではトップ、全国市町村１，７３４団体のうち、２３４番目

となっております。本町が掲げる２０４０年に５，０００人という、いわゆる幸
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せな減少というにはかなりかけ離れた数字となっております。 

  人口減少について、過去の議員からの一般質問でも数多く取り上げられており

ますが、現時点での人口減少について、町長はどのように認識しておられるか、

その所見を伺いたいと思います。 

  以下は質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  岡田議員の人口減少に対する質問ですけども、２０１４年、

平成２６年ですね。９月に日本創成会議が発表したレポートをきっかけに、人口

減少問題がクローズアップされ、そこから地方創生という流れができております。 

  調べてみますと、本町においても、人口減少問題の関連質問をその平成２６年

６月の議会から数えて８回あります。その多くは、前町長が答弁しておるもので

すけども、基本的な認識は同じでありますので、再度お答えしたいというふうに

思います。 

  人口の減少は、高齢化のさらなる進行とも相まっており、それぞれの集落が抱

える鳥獣被害対策、田畑、農業用水路の維持管理及び冬季間の除雪体制などの多

くの問題がさらに深刻化すると考えられ、重大な危機感を持っているところであ

ります。今後の本町の進める方向として、特に若い世代の方に希望を持って本町

に継続して住んでいただけるよう、そういった魅力ある地域となり得るよう、現

在進めている子育て、教育、福祉などと合わせて、移住定住対策を積極的に進め

ていきたいというふうに考えております。 

  具体的には、自然増減では、出生数の増加に結びつくような施策とともに、転

入・転出の差である社会減、これを極力ゼロに近い方向に近づけていけるような、

そういった施策を展開してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  ありがとうございます。既に、町長のほうでカウントして

いただいただけでも、人口減に対する質問が８問あったということで、その人口

減の状況については共有をしていただいておりますし、それについての取組も、

特に今社会減についての取組を重視しているんだというようなお答えであったと

思います。それで、人口減についての状況は共有をさせていただいておるわけで

すけども、それが今想定以上に急激になっていると。その人口減少に対する町長
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の認識を伺いました。その認識の上に立って、急激な人口減少がもたらす弊害こ

れについてどのようなものがあるか、町長の認識を伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  急激なのかどうかは別としても、基本的に、先ほども答弁

をしましたけども、それぞれの集落が抱えている、いわゆる鳥獣被害の対策、田

畑、農業用水路の維持管理、それから、冬季間の除雪体制など、いろいろな問題

がさらに深刻するというふうに思っております。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  人口減少の弊害としてもいろいろあるんですけども、特に

住民サービスが低下するという危惧については、今まで智頭町が進めてきた住民

自治のいろいろな今日も出てまいりました。自助であったり公助、そしてまた、

共助という、この取り合わせによって乗り切っていくんだというふうな方向であ

ろうかと思います。 

  集落や地域を支える人材、いわゆる担い手でありますが、この不足は、これか

ら集落や地域においても、また、産業面においても顕著になってきております。

特に集落においては、本当にあの一人で何役もされている方が多くおられまして、

その方がご健在の間というのは、まだよいと思うんですけども、将来的なことを

考えますと、大きな不安要因の一つでもあります。この自助であるとか共助が持

続可能な期間をいかに伸ばしていくかというのも、一つ大きなことではなかろう

かと思います。このためには、何がしかの、今から将来に対する仕組みづくり、

これを今から講じていく必要があるというふうに考えますが、町長の所見を伺い

ます。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  自助、共助の何らかの仕組みづくりという質問ですけども、

自助、共助、そして、その次に来る公助、この定義は、それぞれの立場や人によ

って変化しているんだろうと。変わっていって当たり前なんだと思います。これ

は、それぞれの集落や地域によっても違うんだというふうに思っています。 

  例えば、防災的な視点での自助は家族や家庭、共助は地域の助け合い、そして、

公助は救助隊など公的な部分といったものになります。それからまた厚労省なん

かが言っているのは、自助は、国民一人一人の自己責任、そして、共助は、年金

や医療保険など社会保険制度、公助は、生活保護など社会保障を指しております。 



－２７－ 

  本町では、長期にわたって住民自治を推進して、人口減少が進む中でも、持続

可能な集落、この運営ができるよう連携を図りながら進めてまいっております。

今後、改めてそれぞれの集落、あるいは地区における自助、共助、公助は何なの

か、これは、まちと一緒になって考えていく必要があるんではないかなというふ

うには考えています。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  今後のあり方については、まちと一緒になって、集落地域

も一緒に考えていくんだよというお話でありました。 

  ２項目めの想定以上の人口減少について、これからどういうふうに対応してい

くのかということでありますけども、本町でも、今までに様々な人口減少対策を

講じてきて、それらが一定の成果を上げているという部分もあろうかと思います

が、智頭町の戦略計画の中にあります２０４０年に人口５，０００人という、緩

やかな人口減少、そして、言い方によっては、幸せな人口減少という言い方をし

ておりますが、その想定が国の国勢調査の人口減少県内トップにも見られるよう

に、これは、町長の過去の答弁にもありました。ちょっと想定以上の減少だなと

いうようなお話もありましたけども、その想定以上の減少が大きな現実として現

れて、いろんな計画の見直し、戦略を立て直す時期に来ているということを考え

ますが、この点について、町長の認識を伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  想定以上の減少についてということですけれども、先ほど

議員も言われました２０４０年５，０００人をということで、緩やかな減少とい

うものを目指しているところであります。ただ、先ほど予想以上の減少と、これ

は予想以上の減少というのが、前回の国勢調査の関係で県内で一番多かったとい

うことがあるんで、それが予想以上の減少だと言われますけども、それが続くか

どうかはこれからの話であって、これから続いて、先ほど言われましたように、

全国で２７０番目、それはあくまでも想定の中で、これまでの過去の５年間のこ

とを考えればそうなる可能性があるよということですので、そうなるからどうだ

という話ではないというふうに思います。ですので、基本的には、計画の見直し

とかいうことは、今の中では、そんなに今の数字が当初の計画と物すごく離れて

いるよということではないと思いますので、変更ということは考えてはおりませ

ん。 
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○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  町長の答弁では、これから５年間という、昨年の一般質問

の答弁におきましても、これから５年間、この人口減少に対して様々な施策を講

じていくんだという決意の表明というふうにも伺えるわけですけども、第２期の

智頭町総合戦略の計画期間が２０２０年から２０２４年までの５年間となってお

りまして、来年度が次期計画の策定時期になろうかと思います。想定以上の少子

化人口減少の実情を踏まえた次期計画についての戦略を今から始める時期に来て

いるというふうに考えますが、次期計画策定に盛り込む内容、そして、基本的な

考えについて、町長の所見を伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  総合戦略の次期計画についてということについてですけど

も、実際、内容については、今の計画を精査しながら、この今の時代に合わせた

内容にしたいというふうに思っております。ですので、基本的な考え方を変える

べきではないというふうには思っております。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  町長のほうからは、今の計画の基本的な部分は変えること

はないというお話でありました。鳥取県では、人口減少対策に特化した人口減少

社会対策課を設置して、総合的な対策を組織的に、または財政的な裏づけをもっ

て進めておられまして、これらが一定の効果を生んでいると思われます。 

  本町でも人口減少に対応した取組において、これまでより一段アップした組織

体制であったり、財政的な裏づけ及び客観的改善ができる数値目標、数値指標や

目標値を新たに定めていく必要があるのではないかというふうに考えますが、こ

のあたりについての町長の所見を伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  まず、組織体制を変えたから解決するというような問題で

はないというふうに思っています。そして、議員言われる財政的な裏づけという

ことは、それぞれの施策に対して、補助金など確実に確保する、そういったこと

だというふうには思っていますけども、こういったことは、その組織がどうのこ

うのいうよりも、それぞれの課において支援体制があるものは有効に活用した上

で、施策を実施、そういったことをこれまでもやっていきましたし、これからも

やっていこうというふうに思います。 
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  そしてもう一つ、客観的に評価改善という話ですけども、毎年、第７次総合計

画の事業検証を実施しております。これは、目標に向けた取組の活動実績を定量

的に把握するものであって、目標値や将来像の達成度について、年度ごとにＰＤ

ＣＡを回して予算査定に反映しているところであり、既にできていることを実施

しているというふうに重視しておるところであります。 

  また、目指す将来像についてどうかということでありますけども、主観的な指

標を得るために、令和３年度に自分ゴト化アンケートも実施して、８０％の方が、

将来像を知らないというような結果が出たので、まだまだこれが浸透していない

ということが判明しました。これは議会のほうにも説明し、報告しております。 

  このアンケートを、やっぱり継続的に実施して、この智頭町の将来像の認知度

を高めて、住民満足度の高いまちづくりを行うことが、その人口減少対策に対応

していくことにつながっていくんではないかというふうには思っております。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  答弁いただきました。今やっていることを基本にして、そ

れをさらに充実して取り組んでいくんだというふうなこととして受け止めました

けども、今の智頭町が迎えている、この人口減少というものは、やっぱり今まで

の延長線上では、かなり難しい時期に来ているんじゃないかなということの認識

の上に、質問をさせていただいております。そのために、どういった方向がいい

のかというのは、今まで智頭町が進めてきた住民自治であるとか、そういうよう

な財産がありますので、そういったところをどうやって機能させていくのかとい

うところでは一致するところもあろうかと思います。 

  ３項目めですけども、人口減少を考える上での一つの切り口として、よく定住

人口、交流人口、関係人口ということが言われるわけですけども、今回ちょっと

関係人口についてお伺いをしてみたいと思います。 

  国の人口減少ですね。全体が減少していく中で、それぞれの自治体で人口維持

対策を講じてきているところであります。智頭町も同様でありますが、これらは

ゼロサム社会のように、結局は、日本全体が先ほど言いましたように、鳥取県も、

１年にかなりの数の人口減少を迎えている中で、それぞれの個別の自治体が取り

組んでいる内容というのは、結局は自治体間での人の奪い合いのようになってし

まい、そこで勝ち組と負け組に分かれるということが感じられます。このことは、

国自体が、全体が沈没、低下していくというような状況さえ懸念されてしまいま
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す。 

  本町でも、移住定住にも施策として力を入れておりますし、今日の質問にもあ

りましたような、従来から観光交流にも力を入れてまいりました。しかしながら、

町長の昨年の人口減少に対する答弁の中にありました、人口減少というのは、自

治体の基礎体力が低下することだということは、町長の答弁にもありました。と

りわけ出生数が激減しているということ、これはコロナの影響もあろうかと思い

ますけども、本年も昨年も出生数１０人台ということであります。本当にこのま

まの施策の延長でのやり方でよいのかということは考えてしまいます。 

  そこで、今日関係人口について考えてみたいと思いますが、関係人口は、交流

人口以上、定住人口未満とも言われますが、特定の地域に継続して多様な形で関

わる人のことと言われ、国において、地方創生の一つの柱として、関係人口創

出・拡大のための滞留促進事業を展開するなどの動きがあるほか、鳥取県におい

ても、人口減少対策課の中に、移住定住・関係人口推進室が設置され、関係人口

創出事業として、一つは、鳥取副業兼業プロジェクト、これは、鳥取県で週１副

社長というものであります。それから２番目として、先進的なワーケーションの

推進、３番目、転職なき移住支援、４番目、都市部からの人材呼び込みに向けた

ツアー事業、５番目、ネットワーク形成、６番目、新たな呼び込みにつながる情

報発信などが体系的に取り組まれて、関係人口をもって、定住につなげ、鳥取県

における地方創生につなげようとしていることが伺えます。 

  本町でも、関係人口の取組によって、定住人口などに結びつけようとする試み

は見られますが、まだまだ鳥取県のような体系的に取り組んでいるというところ

までは至っていないように感じております。この関係人口という考え方で、智頭

町の活性化に取り組むという内容について、町長の所見を伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  実際、関係人口の定義につきましては、議員、今言われた

とおりでありますけれども、本町では、疎開保険、こういったことでしておりま

すし、一つは、企業研修の受入れということを頻繁にやっております。ですので、

そういったことも踏まえて、それなりの関係人口増えていっているんではないか

と思いますし、先日も京都大学の防災研究室が、教授以下６０名が那岐の旧小学

校を中心に智頭町に滞在されましたし、それ以外の大学の学生なんかも頻繁に来

ております。実際、そういった学生が成人になったときに、どれだけつなぎ止め
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ておけるのかということもあるんではないかと思いますけども、そういったこと

も一つ、関係人口の延長につながるんではないかと思いますし、今年度は、議会

の方々にも説明はしておりますけれども、デジタル技術を活用したＮＦＴの発行

による関係人口の創出の事業を積極的に実施しているところであります。 

  これからも、こういったことのように、本町以外の方々に智頭町というものを

知っていただく、そして、来ていただくことでファンになっていただく、そして、

そのことをそれぞれの友達に広げていってもらう、そういったことで関係人口の

拡大を図っていきたいというふうに思っております。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  この関係人口というものは、将来的な定住につながる大き

なものではないかなということを感じております。今、智頭町が持っている総合

戦略、これ、次期総合戦略に引き継がれていくものだと思いますけども、具体的

には、来年度がその計画期間になろうかと思います。 

  従来の総合戦略の中には関係人口というものは盛り込まれておりませんが、今、

町長からも答弁のありました関係人口、これを次期総合戦略の中に盛り込んでは

いかがかなというふうに思いますが、町長の所見を伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  実際に今あります定住人口、交流人口、そして関係人口、

この、いわゆる関係人口を新たに創出する取組は今後も必要であるし、継続して

いきたいというふうに考えておりますけども、特にこれに力を入れたというよう

な計画にする必要はないと思っています。いわゆる定住人口、交流人口といった

同じ並びの中での関係人口という位置づけで十分ではないかなというふうに考え

ています。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  答弁いただきましたけれども、私は、これからの大きな施

策の一つに、関係人口にまつわるものがあり得るだろうなということを思ってお

りますので、できれば、交流人口から定住につなげるやり方の一つとして、関係

人口というのを一つの切り口として、そういった施策に重点を置いたり、また、

人員配置をしていただくというような取組を期待しているものでございます。 

  総括的な内容として、国におきましても、国家の３要素というのは、国民と主

権と領域というふうに言われますが、前町長もよく言っておられました、住民あ
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っての智頭町であります。その住民の数が極端に減少するという局面を今迎えて

おるわけですけども、本当に幸せな現象を経て、未来の智頭町につなげることが

できるのか、今本町に住む、これは執行部だけの話ではなく、住民一人一人のい

ろんな英知を結集すべき時期に来ているんじゃないかなというふうなことを感じ

ております。 

  来年度予算には、金兒町政の今期での集大成とも言える４年目の予算措置とな

ると思います。また、アフターコロナということも踏まえて、この人口減少社会

をどういうふうに乗り越えて、住民に智頭町のビジョンを示していくことができ

るのかということが大事になってこようかと思いますが、そのあたりの町長の方

針をお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  実際、アフターコロナということは、あまり直接的な人口

減少ということには関与しないのではないかというふうに思っていますけども、

実際、人口減少が続いていることはたしかな現実であります。ただ、極端な人口

減少が今あるという言い方は少し違うんではないかというふうに思います。 

  先ほど言いましたように、さきの５年間が多かったよというだけであって、こ

れからそれが続くかどうかというのは、実際分からないわけです。それを前提に

したまちづくりは少し危険ではないかというふうに思っています。ですので、人

口減少対策は、当然これまでもしてきましたし、これからもしていきます。もう

これを、いかなる特効薬があるかと言えば、逆にお聞きしたいぐらいですけども、

今あるものを充実をさせながら強化していくという以外にはないのかなというふ

うには思っています。ですので、そういったことも踏まえた新たな令和６年度の

予算編成を行っていければというふうには考えています。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  答弁いただきましたけども、今までの施策を充実していく

んだというようなお答えでありましたが、本当に智頭町全体が人口減少に向かっ

て取り組んでいかなければ、５年後、１０年後、またさらにその先の智頭町にと

ってどうであろうかというところを、まち全体が取り組んでいくべき内容であろ

うかと思いますので、引き続き、その取組の強化について、よろしくお願いした

いと思います。 

  では、２問目、教育長に対してですが、成人の学びなおしについてであります。 
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  成人の学びなおしなど、潜在的な学びの需要は、智頭町もあると思うんですけ

れども、本町として、どのような生涯学習の構想を描いておられるかという点に

ついてお尋ねをいたします。 

  第７次智頭町総合計画の中で、「子どもから大人まで学びと成長のまちづくり」

を掲げており、本町に暮らす子どもから大人まで幅広い世代が、それぞれのニー

ズに応じた学びの機会と場を広げることで、誰もが学び成長できるまちづくりを

進めていくことが明記してあります。 

  基本施策の中でも、「生活の知恵から趣味や仕事まで、暮らしを彩る学びを増

やす」としております。また、智頭町社会教育計画におきましても、８つの基本

施策が掲げられております。 

  １つ目の生涯学習意欲への基盤づくり、町民だれもが、自ら学ぶ学習環境づく

りがあり、主な取組として、「ライフスタイルに合わせた学習機会の充実」や、

「社会に開かれた教育課程実現に向けた学校教育との連携」などがあります。ラ

イフスタイルも様々な今日でありますが、忙しい中での隙間時間でも、学びの機

会を持ちたいと考えておられる方や、地元の歴史や文化について、機会があれば

もっと知りたいと願う住民が少なからずいらっしゃるものと考えます。 

  鳥取県でも、琴浦町で「とっとり琴浦熱中小学校」というつながる、学ぶ、楽

しいをコンセプトにした刺激的な大人の学びなおしが、既に９期を迎えて定着を

しております。本町には、新しく改築した小中学校や新図書館などの環境が充実

しており、児童生徒も百人委員会やわくわく智頭などで積極的にまちとの関わり

を持とうとしております。 

  そのような中で、今後可能性のあるのは、大人の学びなおしとしての仕組みづ

くりや、参加機会を増やす取組ではないかというふうに考えますが、その点につ

いて、教育長の所見を伺います。 

○議長（谷口雅人）  田中教育長。 

○教育長（田中 靖）  失礼します。岡田議員のご質問にお答えします。 

  まず、議員が言われている学びなおしということについては、今、一般的には

ほかの意味がございまして、議員が言っておられるのは、いわゆる社会教育の中

のいうことでいうふうに考えたらと思っているところなんですけど、まず、生ま

れたらすぐ家庭を中心とした学習という家庭学習があると。それから、学齢期に

なると、学校での学校教育があって、そしてその後と、それから学校以外でも友
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達の関係や地域社会とか、いろんな学習機会に出会って、経験や学習を重ねてい

く、それから、学校卒業して就労を始めると、仕事に関する学びや豊かな人生を

送るための学習を続けるという社会教育というのがあるわけです。このように、

生涯学習というのは、家庭教育、学校教育、社会教育の全ての学習を含んで、私

たち一人一人が生きていく姿そのものに深く関わっているというふうに認識して

おります。 

  そして、生涯学習というのは、個人に働きかけて、その変容の中の発達を助長

する営みで、例えば、人々の生涯学習への関心を顕在化したり、それから学習の

能力を高めたり、生涯学習の条件整備をするということで、生涯学習の推進、振

興、援助、支援することが大事だというふうに考えているところです。 

  しかし、先ほど言われた学びなおしというのは、実は、その一つにリスキリン

グというのが最近よく言われています。このリスキリングというのは、技術改革

やビジネスモデルの変化に対応するために、新しい知識やスキルを学ぶことで、

企業の競争力の維持のために行われる、その主体は企業にあります。 

  それから、もう一つ、リカレント教育というのがあると思います。これは個人

で働くことを前提にして、仕事上のスキルアップやキャリアアップを目的とする

ものでして、これは、主体は個人になっておるわけです。ですから、言っておら

れるのは、リスキリングとかリカレント教育ではないというふうに判断させてい

ただいておりますが、本町では、住民のニーズにできるだけ寄り添って、趣味や

スポーツ、ボランティア活動などを通して、町民の皆様が豊かに人生を送ってい

くように取り組んでいるところです。 

  ご存じのとおりに、様々なところで、いろんな学びの場が智頭町では提供され

ております。具体的に言いますと時間がありませんけれど、本当に公的なところ

ではなくて、様々なサークルであるとか文化、いろんなものがあると。そういう

ところで提供させて、それに対して、町としては支援をさせていただくというと

ころです。 

  それからもう一つ、鳥取県では、来年度に向けて、鳥取県立まなびの森学園、

いわゆる夜間中学の開設を目指しておりまして、この学校は、不登校や病気など

の理由によって十分な教育を受けられていない方、それから、小学校や中学校を

卒業していない人、それから、外国籍ではあるけれど、その国で十分に小中学校

の教育を受けられなかった人を対象にした、鳥取県にはなかった新しい公立中学
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校ができるわけでして、この学校の学びを通して、高校への入学とか、働くため

の大きな力になっています。そういうための開設に向けて、本町としても、支援

や協力をしているところです。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  大変丁寧な答弁ありがとうございました。鳥取県とも連携

した、もう一度生涯教育の充実に向けて取り組んでいただけるということでござ

います。先日も新しい図書館で開催されたような、智頭町の方が講師になって開

かれるミニ講座、これ教育長と私も一緒に受講した内容でもありますし、そうい

った智頭らしいミニ講座というのは、非常にいいのではないかなと思いますし、

森の恵みをテーマにした山人塾の開催など、もう既に様々な興味深い内容の講座

が智頭町でも開かれております。そういった機会、新しく開設されたちえの森ち

づ図書館も来館者が１５万人を突破したということで、大変智頭町でも大きな財

産になっているというふうに感じます。 

  急激な人口減少の中で、本町が今後持続的なまちづくりを進めていく上で欠か

せないことが、幅広い世代での住民が学び、それを学び続ける環境をもって、そ

こで学んだ内容を今度は地域に還元するということではなかろうかというふうに

考えます。学校教育はもとより、全ての住民が学ぶという視点で成長し、まちづ

くりにつながり、本当にこの智頭町に進む豊かさを実感できるのではないかとい

うふうに感じておりますが、そのあたりについて、教育長の総括的な所見を伺い

ます。 

○議長（谷口雅人）  田中教育長。 

○教育長（田中 靖）  ありがとうございます。まず、先ほどの繰り返しになる

と思うんですけれど、生涯学習というのは、学ぶことによって、一人一人が生活

の向上や、それから豊かな生活を送るための自発的な意思に基づいた学びではあ

ります。しかし、その学びの成果や、その活動によって、町民一人一人が自信を

持ったり、それから地域の誇りを生み出したりということになるというふうに考

えております。とりわけ、心の豊かさや、人と人のつながりが求められる今日で

は、社会教育の役割はますます重みを増しているというふうに考えております。

そして、この振興を図ることによって、地域全体の文化力を向上し、活力と魅力

あふれた智頭町の実現につながっていくことを期待しながら、町としても支援し
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て取り組んでいるところです。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  ありがとうございました。今後、教育長のリーダーシップ

も求めまして、全ての住民が学び、成長できるまちづくりが実現することができ

るように期待して、私の質問を終わります。 

○議長（谷口雅人）  以上で、岡田光弘議員の質問を終わります。 

  次に、仲井茎議員の質問を許します。 

  １番、仲井茎議員。 

○１番（仲井茎）  本日、午前中最後の質問になります。どうぞよろしくお願い

します。 

  議長の許可を得ましたので、通告に従って、順次質問させていただきます。本

日は、２点質問をさせていただきます。 

  まず１点目は、金兒町政４年目を迎えてについて。そして、２点目は、現在の

不登校児童の現状についてです。 

  まず、１点目の質問についてです。令和２年６月２０日の就任から、来年は４

年目の今期最後の年となります。金兒町長が就任当時に述べられておりました所

信では、一人一人の人生に寄り添ったまちづくりを実現するために、８つの公約

を掲げられ、その実現のために、町民の皆様の様々な意見を伺いながら、変化が

必要である場合は、ちゅうちょなく判断を行い、行政の一方的な考えではなく、

町民皆様と協力してまちづくりを進めてまいりますと述べられておりました。 

  就任直後からおよそ３年間という長期間にわたって、コロナ禍での感染対策や

長期化するウクライナ情勢、円安による原油・原材料などの価格高騰による物価

の上昇、燃料や食料品のさらなる値上げによる経済の落ち込みに対しての対応、

または、大雪や台風などによる自然災害対策など、振り返れば、町政のかじ取り

は容易ではなかったと思われます。そして、現在は、本年度より新しい交通体制

が始まり、最近では、突然のトスクの閉店など、町民の生活環境が急激に変化す

るような情勢の中でもあります。 

  では、ここで就任当初に掲げられていた８つの公約実現に向けて、現時点での

達成状況をどのようにとらえておられるのか、町長の率直な思いをお聞かせくだ

さい。 
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  以下の質問は質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  仲井議員の質問にお答えします。 

  ４年目を迎えてと言われましたけども、もう４年目は半分ほど過ぎていまして、

もう残り半年でございます。私は、町長に就任以来、町民皆様の暮らしと行政の

取組が密接に関わることで、豊かで幸せな暮らしを実現できると信じて、日々町

政運営に努めているところであります。福祉や林業、農業、商工、教育、防災、

住民自治など様々な分野での公約を掲げ、町民一人一人の人生に寄り添う施策を

展開していますが、何よりも重要視するのは、町民皆様との協働であるというふ

うに考えております。公約の実現については、継続して取り組んでいる事業もあ

るところではありますけども、おおむね実現できているものと認識しております。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  私も、町長の８つの公約について、一度評価をしてみました

が、難しい状況の中で、ほぼほぼできていたのではないかという思いを私もして

おりました。先ほど町長から、一番大切にしているのは、皆様と協働でまちづく

りをしていくといったような内容であったと思いますが、私も同様のことを考え

ております。 

  続きまして、２つ目の質問に移ります。 

  来年度の予算編成に向けての取組と課題についてお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  来年度のということでありますけども、実際、まだこの年

度を継続しております。そして、先ほど言いましたけども、こういった継続して

取り組んでいる事業も、やはり実際私の公約の継続に向けてという思いで予算編

成に取り組んでおります。基本的な考え方は、これまでと一緒になって、変わっ

ているものではありません。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  基本的な方針は変わらないという答弁だったかと思います。

現在、本町では、各地区で暮らしを考える会が行われております。健康と暮らし

の調査で見えてきた各地区の強みや課題をみんなで考えるということで、地域の

方々とコミュニケーションがとれ、そういった場を設けること自体が認知機能の

低下やフレイル予防につながるなど、様々な効果が期待できる事業であると認識
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しております。 

  そういった関心を持ったことから、私もフレイル予防サポーター養成講座を受

講し、先日、町長より認定を受けたところでありますが、改めて、この事業の重

要性を認識している次第であります。暮らしを考える会では、実際重い課題では

あるのですが、みんなで問題を共有し、話し合うことによって、私にとっては、

何か元気をもらうような会になっておりますが、町民の皆様の中には、どうして

もこのような会に参加できなかったり、もっと小規模な会であれば参加してみよ

うと考える方がいらっしゃるのではないかと思います。今回、まちのゼミで行わ

れた町長との昼食会は、まさにいい取組であったのではないかと私は思っており

ます。定期的にこのような催しがあれば、参加してみたいと思う町民の皆様もい

るのではないでしょうか。 

  そこで、３つ目の項目の質問に移りたいと思います。 

  座談会形式での町民との意見交換会の開催を行う予定があるのか、お考えをお

聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  議員が言われる座談会方式での町民との意見交換会という

のがどういったものなのかがちょっと分かりませんので、何とも言えませんけど

も、近年は、コロナ禍で町民の皆様と直接お話する機会を設けることがほとんど

なかったというのが現実であります。その後、２類から５類に移行後は、各地区

の公民館、それから地区振興協議会、そして、各種団体の会への参加はぽつぽつ

あって、そういった方々との意見交換会など、実際やっておるところであります。 

  私の思いの中で、町民の皆さんとの協働ということを言っておりますし、住民

の満足度をいかに高めていくかということを前提にするためには、皆様との対話

は重要であるというふうに認識しております。実際そういったことがあって、い

ろんな部分での会合には、できる限り参加しておるところでありますけども、こ

れからも、そういったことも検討してまいりたいなというふうには思っておりま

す。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  実際、町長の任期中は、コロナ禍で出向くことは難しかった

と思いますが、先ほどの答弁でも、積極的にいろんな会には出席するようにされ

るということでしたので、継続して続けていっていただきたいと思います。 
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  座談会方式は、どういったものか分からないということだったんですけれども、

議会でも各地区に出向いて、町民との意見交換会をしているんですけれども、実

際そういった交換会をしている中で、町民の方から、ほかのまちでは、議会がや

っているようなこんな座談会を執行部ともやっているんだよということを伺い、

智頭町でもぜひ行っていってはいいのじゃないかなっていうことを思い、ちょっ

と調べてみたんですけれども、町長は、当初座談会を行うということをおっしゃ

っていたと思いますので、改めて確認させていただいたところです。 

  常日頃感じることなんですけれども、町民の方と話をすると、実際何か困った

こととか、分からないことがあったときに、まちの役場とか執行部に問い合わせ

るということを案外していないことが分かりました。それで、実際に議会で報告

会に出たり、議会だよりのモニターの意見を見てみると、事業内容についての質

問が結構出てくることがありました。実際にそういった座談会をすることで、ま

ちの行政のこともよく理解してもらえるのではないかと思い、このような座談会

は極めて有効であると思いますので、聞かせていただきました。 

  座談会を今後行っていく考えはあるのか、再度お聞きさせていただきます。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  実際、座談会という形式になるかどうかは分かりませんけ

ども、住民との対話というものは、やっぱり最重要視していきたいというふうに

思っております。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  前向きな意見をいただきました。ぜひとも開催していただき

たいと思います。 

  それでは、４つ目の質問に移りたいと思います。 

  当初の所信の最後のほうに、町民の皆様の様々な意見に耳を傾けながら、地域

や住民のやる気を引き出す取組を進め、町民の皆様と共に、夢のある智頭町を築

くため、住民満足度の高いまちを目指していくとの結びの言葉がありました。実

際にやる気を出すための政策といったものが、ちょっと私自身思い当たらなかっ

たので、どういった取組をされてきたのか、すみません。お伺いしたいと思いま

す。お願いします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  やる気を引き出すためにどのような取組を行っているかと
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いうことでありますけども、実際、私、町長になってから当初予算も３回編成し

て、その都度、１時間にわたる施政方針なり、提案理由を述べ、議員の皆様方に

説明をしてきたかというふうに思っております。これをよく分からないと言われ

たら私は心外な部分があります。ですが、実際そういった質問がありますので、

あえて、主なものだけを少ししゃべってみたいかなというふうに思っています。 

  実際、智頭町の取組として、私個人ということでなくて、智頭町の取組として、

日本１/０村おこし運動、これを立ち上げて、まちの活性化、これは集落の活性

化からということで始めました。そして、これが地区に流れて、地区振興協議会

というものが生まれることにつながっていったというふうに思います。 

  そして、平成２０年、百人委員会を、これが発足しまして、今年で１５年目を

迎えております。ご存じのとおり、中学生、そして高校生、そして大学は少しち

ょっと頓挫しましたけども、一般の方、こういった方々から、幅広い世代の方々

から、この活動がずっと実践されて、今回も新たな提案が生まれてきたところで

あります。 

  そして、先ほど議員言われました、今回フレイルサポーターとして募集をしま

したところ、２２人の人が手を挙げて研修をされ、今回、認定書をお渡しするこ

とができました。やっぱりこういったことは、やる気にさせたということよりも、

こういったまちづくりが根底で、みんなで智頭町を盛り上げていかないといけな

いんじゃないかという思いを、町民の皆様が持ってもらえたんではないかという

ふうに思います。ですので、思いとしては、やる気を出してほしいなという思い

もありますけども、やる気を出させたという言い方ではなくて、みんなと一緒に

なって、智頭町を盛り上げていこうよという思いの中で、まちづくりをしていく

べきだというふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  改めて、町長の思いを聞かせていただきまして、私もそのよ

うな認識を持って、今後議会活動を進めていきたいと思います。 

  私も３月に町長が１時間ほど所信表明を述べられる、あれはとてもすばらしい

なと思って、ぜひとも町民にも聞いていただけたらいいんじゃないかなと思って

いて、それを今日提案しようと思っていたんですけれども、私も町民みんなが町

長の思いを共有することによって、まちづくりにも積極的に参加する町民が増え

るのではないかと思っております。 
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  それで、やる気が出る政策に対して、私が思っているやる気を引き出す取組と

して、何にしても、町政についての情報を町民と共に共有して、認識し深めるこ

とで、自分事としてまちのことを考え、ひいては、積極的にまちづくりに参加す

ることにつながるのではないかと考えておりますので、引き続き、そういった取

組をお願いしたいと思います。 

  コロナ禍で、人とのつながりの重要性を再認させられました。暮らしを考える

会や座談会、あるいは、本年度行った町長との昼食会など、ほかにも方法あるか

もしれませんが、情報共有をすることは民主主義の根幹でもありますので、そう

いったことを念頭に置き、予算には反映しづらいことかもしれませんが、そうい

ったことも考えに入れながら、予算編成のほうお願いしたいと思います。 

  それでは、２つ目の質問に移りたいと思います。 

  不登校児童の現状についてお伺いします。 

  私自身の公約の中で、子どもの学びの場の確保を掲げておりますので、毎年、

定期的に不登校児童に対しての質問をさせていただいております。私が議員にな

ってからの２年間の間でも、フリースクールや、やず教育支援センターみどりヶ

丘教室までの交通費の一部助成や、本年度からは、新しい子どもの居場所のスマ

イルの設置など、きめ細やかな対応を心強く思っているところです。 

  それでは、現在の不登校の現状をお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  田中教育長。 

○教育長（田中 靖）  仲井議員のご質問にお答えします。 

  昨年の１２月議会での一般質問で、前教育長のほうもお答えしたということで

すが、人数等の詳細については、お伝えすることはできませんが、特に中学校に

おいて不登校が多い状況になっております。そして、人数は近年増加傾向になっ

ているということです。しかしながら、様々な支援をしていただいたことにより、

学校に復帰をする児童生徒もいるということも知っていただきたいというふうに

思っております。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  現状についてお伺いしました。昨年は、先ほど教育長も言わ

れたとおり、人数のほうの回答は得ることができなかったんですけれども、その

前の年には、人数をちゃんと言っていただいて、実際にどういった対応している
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かということをお答えいただいたんですけれども、人数を公表できないという理

由がありましたら、お答えいただいてよろしいでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  田中教育長。 

○教育長（田中 靖）  過去にはそのようなことがあったかもしれませんが、そ

れぞれ個々のプライバシーに関わる問題でもありますので、公開は控えさせてい

ただきたいというふうに思っています。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  不登校については、不登校は別に問題ではないという認識の

はずでありますので、そんな問題はないかと私は考えておりますので、現状の細

かい把握をするためにも、公表しても問題ではないのではないかなと思っており

ます。実際に、みどりヶ丘に何人通っていて、スマイルに何人いて、どこにも行

かれていない子が何人いるかということをお聞きしたかったんですけれども、で

は、みどりヶ丘とかスマイルとかのどこも支援がかかっていない子どもたちは現

在おりますでしょうか。ずっと家にいるという子どもはおりますか。そういった

回答はいけますでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  田中教育長。 

○教育長（田中 靖）  個別に、一人一人については、ちょっと先ほど言ったと

おりお答えできませんが、それぞれに子どもさんについて、何らかの支援をさせ

ていただいているというところでございます。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  そうしましたら、現在、不登校は増加傾向であるけれども、

ちょっと減ってきているという回答でしたっけ。実際にスマイルとかアウトリー

チ型の支援が始まって、そういった効果はあったのかどうか、そういったことを

お伺いしたかったんですけれども、お答えできる範囲で現状をお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  田中教育長。 

○教育長（田中 靖）  不登校そのものが、それぞれ原因といいますか、状況が

違いますので、一概にこうしたからこうなったというふうなことは、ちょっと言

えないというふうに思いますが、確かに、先ほどお答えしたように、増えている

傾向はあります。しかしながら、先生方、それから関係機関、それからご家庭の
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支援、それも含めながら、学校に戻っていくというか、学校のほうに登校してき

ている子どもも出てきているという現状です。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  現状のほう認識いたしました。それで、新しくできたスマイ

ルのほうで、だんだん通う子どもが増えて、１４人現在いるということであった

と思うんですけれども、現在、週２回の開設になっていると思うんですけれども、

日数を増やしたりとか、そういった考えはございますでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  田中教育長。 

○教育長（田中 靖）  スマイルのほうに向かって、子どもたちが来ているとい

うことで大変うれしく思っているところです。そこで学びにつなげていくという

ことに今しているところです。今後、その利用のことにつきまして、そこに委託

しているところと協議しながら、今後どうしていくかというのを決定していきた

いというふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  現場の方とも話をしたことがあるんですけれども、なかなか

出てこなかった子が通いになったりとか、とてもいい取組だと思っておりますの

で、引き続き、きめ細かな対応をお願いしたいと思います。 

  以上で、私の質問を終わります。 

○議長（谷口雅人）  以上で、仲井茎議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

休 憩 午前１１時２０分 

再 開 午後 １時００分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  次に、西尾寿樹議員の質問を許します。 

  ２番、西尾寿樹議員。 

○２番（西尾寿樹）  それでは、議長の許可を得ましたので、通告どおり質問さ

せていただきます。 

  １番目の質問は帯状疱疹についてです。 

  地域の報告会に出席したときですが、夫人の方から、帯状疱疹ワクチンがある

と聞いております。智頭町でも、このワクチンの補助を検討していただけないか
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という問い合わせでした。調べてみますと、帯状疱疹になったことがある方がお

られ、大変ピリピリ、チクチク痛い思いをしたと聞いています。知人の男性です

と、まだまだ情報が少ないときにこの病気にかかり、少し治療が遅れたせいで、

日常生活に妨げになるだけでなく、健康上、大変危険な状態になられました。２

年ぐらいたたれ、今は少しずつ元気になっておられます。 

  コロナウイルスのせいかもしれませんけども、帯状疱疹の発症率が増加傾向に

あるという研究結果も出ています。帯状疱疹は、子どもの頃にかかった水ぼうそ

うのウイルスが神経に残って、加齢やストレスによる免疫力の低下が原因で皮膚

に痛みを伴う病気に発展するそうで、悪化すると、痛みのため夜眠れないと言っ

ておられました。５０歳ぐらいから発症率がアップし、８０歳までに３人に１人

が発症するという大変身近な病気であります。 

  まず、最初の質問であります。 

  帯状疱疹接種について、現在、県内の市町村での取組の現状と智頭町としては

どのような検討が必要と思われるかお聞きしたいです。 

  以下は質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  西尾議員の帯状疱疹のワクチン接種の助成ということにつ

いてのお問いでございます。県内の他市町村での取組については、現在、県西部

の３町が助成を行っておりますけども、それ以外のところは助成を行っておりま

せん。ちなみに、県東部１市４町でも、来年度も助成の予定はないというふうに

は聞いております。 

  帯状疱疹ワクチンの接種助成については、本町でも昨年度から研究並びに検討

を行っているところですが、現在の状況について、少しお話をしたいというふう

に思います。 

  議員もただいま言われましたとおりに、帯状疱疹というのは、過去に水ぼうそ

う、これに罹患した人が加齢等によって免疫が弱まった、このことで体内に残っ

たウイルスが活動を始めた、このことが原因で発症するということであります。

実際、発症の頻度は、１，０００人当たりに５人から１０人、先ほど言われまし

たとおり、高齢化していけば発症率が上がっていくというようなことでもあると

思います。 

  そもそも、現在本町で助成している任意の予防接種は、流行性耳下腺炎、いわ
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ゆるおたふくかぜですね。これを行っておりますが、これは感染が非常に強く、

感染した場合の後遺症リスクも高いため、それともう一つ、本人及び集団免疫を

獲得して、社会的な防衛とするために、国の定期化に先行して助成を行っている

ものであります。 

  また、ワクチンについても、最近接種している不活化ワクチンは、２０１８年

に登録された比較的新しいワクチンで、国では、定期接種化に向け研究のワクチ

ンであること、そしてまた、副反応、後遺症等の健康被害があった場合に定期接

種ではないために、健康被害認定、救済について町単独で判断することになりま

すけども、本町では判断できる状況にないということに加えまして、過去に水ぼ

うそうに罹患したかどうかと、ワクチン接種の判断基準が不明確であるなどの理

由から、現在本町では、帯状疱疹ワクチンの接種の助成に至っていないという状

況であります。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 

○２番（西尾寿樹）  それでは、一つ質問します。今まで、帯状疱疹ワクチンの

助成について、町民の方から問い合わせというものはあったのでしょうか、お伺

いいたします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  基本的には、私は聞いているところではありません。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 

○２番（西尾寿樹）  奥ゆかしい町民の方ばかりだと思いますので、それがない

のかもしれません。そのことを踏まえて、発症前に予防しておきたい病気であり

ます。帯状疱疹ワクチンは、生ワクチンと不活化ワクチンの２種類があり、生ワ

クチンであれば、５０歳以上で７０％ぐらいの予防ができ、５０歳以上の方は半

分ぐらいになるということです。痛みを半分ぐらい解消され、効果は５年ぐらい

で、接種は１回で８，０００円程度で済むそうです。しかし、不活化ワクチンに

つきましては、予防率が５０歳以上の方で９７％の予防ができ、７０歳以上の方

が９０％ぐらいの予防ができます。痛みは、５０歳以上の方で１００％軽減され、

７０歳以上の方ならば、８５．５％で軽減されると聞いております。その効果は

９年ぐらい持続し、一度打ったらほぼ発症しないということです。価格は２万円

を超える程度で、智頭町では２万２，９９０円です。このワクチンは、２回接種

を３か月間かけて行います。このような、かなり高額なワクチンのため、本町で
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は全額負担となっておりますが、受けたくても受けられない方がおられると思い

ます。 

  これを踏まえて、町長もう一度お伺いします。高額なワクチン接種の助成を検

討する必要性を感じておりますが、いかがでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  高額だからとか高額でないからとかいうことじゃなくて、

先ほど私が申し上げました、まだきちんとした検証ができる状況にないのにワク

チンを接種して、その後、後遺症等々、副反応等々の対策ができないからしない

ということで、今お答えさせていただきました。今るる西尾議員言われましたけ

ども、どこからの情報か分かりませんけども、国がきちんとした体制を整え、こ

れはこうなんだよという結果が出るまでの状況だよということを今説明させてい

ただいたところであります。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 

○２番（西尾寿樹）  この質問最後に、帯状疱疹ワクチンのまだまだ周知のほう

が足りていないと思いますので、告知端末や町報などで積極的に広報していく必

要性を感じますがいかがでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほど言いました、きちんとした見地が出ていないのに、

まちのほうからああだこうだという話ではないんではないかというふうに思いま

す。医学的な見地として、こうだからということが出ていれば、そういうことは

周知をしていけるとは思いますけども、今の段階では、ただ単にテレビ等、報道

で帯状疱疹のワクチンを打てますよとか、それになればこうですよとか言われて

いますけども、それはあくまでも、そこでコマーシャルの段階であって、そこで

の数値がきちんとした検証できる状況に今はないというふうに判断しているとこ

ろであります。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 

○２番（西尾寿樹）  ご意見をいただきましたので、次の質問に移ります。 

  次に、敬老会ですが、今年５月に４年ぶりに開催された敬老会は、コロナ前の

予算で行事がとり行われたと思います。出席されたお年寄りの中から、久しぶり

の敬老祝賀会なのに、もっと豪勢にならんだかというようなことを言われました。

事務局に聞いてみますと、４年前の予算のままなので、これが精いっぱいである
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ということでした。 

  敬老会の参加者も、全体の会員の半分ぐらいしか出席されていないとのことで

した。もっともっと豪勢にしてあげれば出席されていない方も、来年は出てみよ

うかしらと思われるのではないでしょうか。そういう行動が福祉課が進めるフレ

イル予防というものにつながると思います。 

  そのフレイル予防ではありますが、その中でも、フレイルという段階で少しで

も健康に戻すことが必要であり、そのフレイルという言葉が、まさしく敬老会で

あると思われます。友達とのお茶飲み、外食、旅行、ボランティア活動、老人ク

ラブ、ふれあいサロン、カラオケ、ゲートボールなど、趣味の活動、散歩なども

娯楽につながると、筋肉量の維持が全てフレイル予防になると思われます。 

  このことを踏まえて、町長、物価高騰分以上の補助の増額を検討する必要性が

あると感じておりますが、いかがでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  豪勢でないから、敬老会の参加者が少なかったということ

とは考えていません。実際、４年ぶりの開催だったものですから、それまでずっ

と出てこれなかった方が、急に４年ぶりに声かけても、なかなかその流れになら

ないかなということで、例年になく、各地区とも１地区を除いて少なかったとい

うふうに思っております。ただ、この敬老会の中で久しぶりに出席させていただ

きまして、皆さんと歓談できてよかったなと思っておるところでありますし、内

容についても、各地区公民館がいろんな工夫をしていて、盛大に盛り上がってい

たというふうに思っています。 

  実際、会の充実を図るための物価高騰を反映した対策ということですけども、

これは議員言われるとおり、幾分かのこういった世情を考えた単価アップといい

ますか、そういったことは考えていかなきゃいけないなというふうに思っており

ます。この辺は、委託を受けた地区公民館とも重々協議していきたいなというふ

うに考えております。 

  それと、やっぱりフレイルという話が出ましたけども、実際フレイルという言

葉は使っていいのかどうか分かりません。今そういうことになっているんですけ

ども、実際、健康な方と介護が必要な方、その間におられる方とかいうような意

味合いの中で、そういったことにならないようにいかにしていくか、実際、敬老

会は年１回開いたから、それがフレイル予防につながるんだなということじゃな
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くて、先ほど言われました集落のミニデイであるとか、地区の森のミニデイであ

るとか、それから、それ以外の老人クラブの活動であるとか、いろんな中で、そ

ういったこともやっぱりやっていかなければいけないのかというふうに思ってい

ますし、先ほど仲井議員のときにもちょっと触れさせていただきましたけども、

やっぱりそういったことをサポーターしてもらえる方が、いわゆる社協であると

か、それから福祉課であるとか、そういった組織以外の民間の方のサポート、こ

ういったものが大切になってくると思います。そういったことがフレイル予防に

つながっていくんではないかと思いますので、これからもそういったことはやっ

ていきたいなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 

○２番（西尾寿樹）  もう一度お伺いします。来年度の敬老会の補助の増額を検

討していただけるよう、来年５月には、皆さんが何ちゅう町長は太っ腹だいやと

言っていただけるようなことをしていただけるとありがたいと思いますので、ど

うでしょう。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  今お答えさせていただきました。そこまで言ってもらうほ

どつけるか分かりませんけども、そういったことは考えて、地区公民館とは協議

したいというふうに思っています。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 

○２番（西尾寿樹）  答弁をいただきました。それでは、最後の質問となります。

長年行政に携わって、隅々まで熟知されておられる方と思っております。同僚議

員が質問で公約への思いは聞かせていただきましたが、いま一度お伺いします。 

  町政運営、共助交通の確立、運営の安定、そして、定住促進住宅のさらなる増

築、そして、智頭病院の運営改革プランの遂行もこれからであります。令和６年

度の予算編成に向けてどのような構成を考えておられるか、まだまだ進めていか

なければならないことが山積みしているのではありませんか、町長。私も質問の

中でいろいろとお願いをしたこともありますし、町長の所見をお伺いいたします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  細々としたことは割愛させていただきますが、来年度、令

和６年度は、第７次総合計画の８年目というふうになりまして、総仕上げとなる

段階に入ります。予算編成については、予算編成方針というものを毎年度一応掲
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げております。その中で、第７次総合計画の６つの視点の推進、それから変動す

る社会への対応、それと、第２期智頭町総合戦略プラン、総合戦略重点施策の推

進、それから第４次行財政改革プランに基づく予算編成、最後に具体的な施策、

これはたくさんありますので、ここではあえて述べませんけども、そういったこ

とを基本理念として、この５項目に沿って編成方針をやっていきたいというふう

に考えております。 

  実際、財政状況は依然厳しさを増しております。ただ、その中での住民視点で、

一人一人の人生に寄り添えるまちへということを基本的にずっと目指しておりま

すが、これをきちんとした目指す施策として、この事業を推進していきたいとい

うふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 

○２番（西尾寿樹）  もう最後の締めになると思いますけども、それでは、令和

６年度の予算を執行される、計画されるということですので、令和７年９月には、

その決算を見届けなければならないという思いと、令和５年度の決算を見届けな

ければという強い思いをお持ちでしょうか、町長。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  そういった遠まわしの言い方がちょっとよく分かりません

のであえて言いませんけども、今は、この令和６年度の予算の編成に一意専心を

掲げたいというふうに思っておりますので、それ以外のことは、当面頭にはあり

ません。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 

○２番（西尾寿樹）  私は、昭和２８年会の皆さんに、昔大変お世話になりまし

た。微力ではありますけども、その昭和２８年会、ニッパチ会の皆さんのご意見

に従うように頑張って動きたいと思っておりますので、町長のほうもよろしくお

願いいたします。最後の答弁をお願いいたします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  議長、答弁を求められてもあまり答えることはないですの

で、今言いましたとおり、令和６年度の予算編成方針というか、そこに基づいて

予算を編成するのに一意専心ということですので、それ以上お答えすることはあ

りません。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 
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○２番（西尾寿樹）  町長の心の中はお聞かせいただきました。私の質問がちょ

っと全て終わりましたので、この時点で終わりとさせていただきます。失礼いた

します。 

○議長（谷口雅人）  以上で、西尾寿樹議員の質問を終わります。 

  次に、谷口翔馬議員の質問を許します。 

  ７番、谷口翔馬議員。 

○７番（谷口翔馬）  議長の許可をいただきましたので、質問いたします。 

  まず、先だちまして、一気に寒くなり、先月の１３日には、大山などで４０セ

ンチの積雪が観測されました。また、本町でも初雪が観測され、積雪のあったと

聞き、あっという間に冬の時期が来たと感じているところです。冬の時期は、交

通事故や立ち往生、家屋の倒壊など、人々の命の危険性が高まります。午前中の

同僚議員の質問でもあったように、様々な対策を講じなければならないと思いま

すので、町民の命を守るため、引き続き対策を行うことに期待して、さきに通告

しております項目について、質問をいたします。 

  日本では、出生数減少に歯止めがかからない状況にあります。厚生労働省が発

表した人口動態統計によると、２０２３年１月から６月に生まれた赤ちゃんの数

は、前年度比３．６％の１万３，８９０人減の３７万１，０５２人でありました。

比較可能なデータがある２０００年以降でも最も少なく、４０万人を下回るのは

２年連続であります。 

  そして、２０２２年に生まれた日本人の子どもは７７万７４７人と、初めて８

０万人を割り込み、１８９９年の統計開始以来の最少を更新しており、２０２３

年下半期の出生数が劇的に改善しなければ、通年でも過去最少を更新する可能性

が高くなっております。 

  ちなみに、今後の出生数に影響する上半期の婚姻数も、７．３％減の２４万６，

３３２組と、やはりブレーキがかかった状態であります。そして、本町でも年々

出生数が減少傾向にあり、特に昨年度は１６人ということで、たまたまであって

ほしいと願っておりましたが、今年度も１６人の予定となっており、この問題は

深刻化している状況であります。この状況も踏まえ出生数減少を食い止めるべく、

さらなる手厚い子育て支援策を展開してはどうか、町長の考えをお伺いします。 

  以下は、質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 
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○町長（金兒英夫）  谷口翔馬議員の質問にお答えします。 

  本町では、智頭町子ども子育て支援事業計画に基づき、安心して子どもを産み、

育てることのできるまちづくりを進めております。例えば、生後８週から１歳未

満で、育児休業給付等を受けていない家庭に安心して育児ができる暮らしをサポ

ートするため、我が家で子育て応援給付金として、月額３万円の給付を行ってお

ります。また、ちづ保育園のほか、森のようちえんなど、乳幼児の子育てのでき

る選択肢があることは、本町の大きな魅力であるというふうに感じております。 

  ちづ保育園に通う全園児の保育料の無償化、子どもの食育推進と家庭の負担軽

減を図るため、ちづ保育園児、小中学生の給食費の無償化を行うとともに、小中

学生の通学費無償化を行っているところですが、今年度から、スクールバス導入

により、ちづ保育園児のバス代も無償となりました。 

  また、高校の通学について、昨年度まで定期代の月額７，０００円を超えた分

を助成しているところですが、今年度から月額３，０００円以上の部分を補助し

ているところです。 

  一方、子育て環境の整備については、平成２７年度にちづ中学校、平成２９年

度にちづ保育園を、令和２年度には、ちえの森ちづ図書館を整備し、環境面にも

力を注いでまいりました。 

  これらのように、議員もご承知のとおり、本町で実施している子育て施策、子

育て環境について、他の市町村に引けを取らず、十分充実しているというふうに

考えているところですので、継続して子育て支援に努めていきたいというふうに

考えております。 

  出生数の減少は、議員言われましたとおり、本町だけでなくて、国全体の課題

でもありますので、国として取り組むべき施策だとも感じています。 

  また、子育て支援は息の長い取組になりますし、子ども産んだことで経済的に

困窮することを避けなければいけません。先ほどもるる説明したとおり、本町で

実施している子育て支援は、他と比べても手厚い支援だと自負しており、今後、

県内では１８歳の年度末まで医療費の完全無償化が実現されることを踏まえても、

現在のところさらなる支援策は考えていませんけども、町として、これ以外にど

のような支援が必要なのかを、都度都度検討していく必要があるんではないかと

いうふうには考えております。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 
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○７番（谷口翔馬）  経済面、そして環境面とも、安心して子どもを産み続けら

れる支援策を行っているという答弁をいただいております。そして、私も子育て

世代の一人ですから、本町は、今でも本当に手厚い施策、そして手厚いまちとい

うことは認識しております。しかしながら、やはり結果にまだまだ結びついてい

ないという状況にもあるということも事実であります。 

  そういう中で、２０代、３０代の方１０名に、子どもを産むに当たって何が不

安かという質問を行ってまいりました。その中で出た意見として、共働きで時間

に余裕がないなどの意見もありましたが、圧倒的に多かった意見として、物価高

騰も相まって、経済的な不安ということでありました。 

  一つの例として、赤ちゃんでひと月どのぐらいお金がかかるかというと、私も

７か月の赤ちゃんがおりますので、生きていくための必要な粉ミルク、そして、

おしめ、おしりふきなどもろもろを合わせれば、ひと月約２万円以上かかってま

いります。そして、本町の令和４年度の出生数１６人の内訳として、第１子が５

人、第２子が６人、第３子以降が５人、また、今年度１０月時点での出生数は１

４人で、第１子が６人、第２子が４人、第３子以降が４人と、比較的に本町は、

第３子以降が多いと感じる中で、やはりこの経済的な不安を思うところが、この

出生数の減少につながっているのではないかと考えますが、町長のお考えをお聞

かせ願います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  実際、そういった方もあるんかもしれませんけども、昨年

度と今年度、多分出生数はほぼ変わらないということだと思います。ただ、それ

が減少なのか現状維持なのかという思いを持つべきではないかというふうに思い

ます。ただ、一昨年度と昨年度は確かに減りました。減ったから、これからずっ

と減っていくんではと思ったけども、今年度、昨年度とほぼ一緒の数字になるん

ではないかということだったので、そんなに悲観はしていないです。ただ、やっ

ぱり過去の５年間とか１０年間とかの流れでいけば、減ってきているのは当然そ

うなんです。そこは、子どもを産むと経済的にえらいからというのを言われまし

たけども、それ以前に、結婚しない、それから結婚できない、いろいろ理由があ

ると思いますし、それともう一つは、そういった年代の人たちが、いわゆる２０

代、３０代の男女の絶対数がいないということも、子どもが少なくなっている原

因だというふうに思います。 
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  ですから、いろんな手当をすれば子どもが増えるのかといったら、そういうも

んじゃないんだというふうに思っています。ですので、できる限りカップリング

をするということも大事ですけども、結局は、それぞれの自主的な考え方によっ

て、私はまだいいよ、僕はまだいいよということになっていけば、だんだんと平

均年齢が上がっていくような、ちょっとこれまでにはない、いびつな格好にはな

ってきているんではないかというふうに思っております。ですので、カップリン

グができてから、子どもつくるのにえらいからということが、本当にそれが皆さ

んの考えであるならば、例えば、その子育ての５年間は、こういう助成をしまし

ょうよとかいうことがあるんかもしれませんけど、それだからといって、子ども

の数が増えるというふうな方程式にはならないのではないかなというふうに思っ

ています。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  町長の答弁どおり、これ、ばらまけば必ずしも子どもが増

えると私も思っておりません。しかしながら、この生の声として、経済的に不安

という声が多かったというのも事実であります。それを少しずつでも緩和させて

いくというのも、一つの手だてだとも思いますし、国のほうも異次元の少子化対

策を掲げ、本年６月には、こども未来戦略方針を閣議決定行ったり、今後、児童

手当の拡充や、高校等の教育費の負担軽減などに取り組もうとしているところで

もございます。 

  しかしながら、国が動くことで、他の市町村も、それに当たって子育て支援と

いうのは、どこも行っていくものだと思います。その中で、やはり智頭町はもっ

ともっと子育てに手厚く、本当にこの出生数を増やして、元気なまち、そして、

元気な智頭町をずっと残していくんだ、そういう思いの中で私このたびちょっと

提案させていただきたいと思うんですけど、子育てしていく上の経済不安を解消

していくため、本町の現在の生の声を踏まえ、本町独自の施策として、国の児童

手当に上乗せして、児童手当を付与してはどうか、町長のお考えをお聞かせ願い

ます。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほど言われましたとおり、国も、こども未来戦略方針と

いうものを閣議決定して、児童手当の拡充ということをやろうとしております。

ただ、いろんな問題点があって、それを所得制限であるとか、支給期間であると



－５４－ 

か、それから第３子以降どうするのかとか、値段のこととか、結局まだ何も決ま

っていないわけです。やっぱりそういったことも踏まえて、国がどこまでできる

のかということもあります。ただ、先ほど議員も言われました智頭町の生まれて

くる子どもの中に、第３子が結構割合が高いということは、やっぱりそういう子

どもを持つ意思のある家庭は、割とやっぱり１人、２人じゃなくて、３人を目標

にとかいうようないろんな思いを持って将来構想といいますか、ビジョンを考え

ておられるんだというふうに思います。ですから、ある程度、まちの、今西尾議

員のときにも言いましたけども、予算編成をしているところで、割と毎年毎年、

結構きちきちの予算編成をしなくてはならないということがあります。潤沢に金

をどんどん生み出すことができれば、多少なりとも、そういったこともできるか

も分かりませんけども、ある程度、国の施策に乗って、まちのやり方を考えてい

かなきゃというふうに思っています。 

  今、給食費の無償化であるとか、通学費の無償化であるとか、国のほうもそっ

ちの方向にシフトを変えてきているんで、そういった面では、多少なりともこれ

までとは違った傾向には出てくるんかも分かりませんけれども、そういったこと

も踏まえて、智頭町独自の児童手当ということについては、いましばらく勘定い

ただきたいというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  町長の答弁でもあったように、やはり問題点として、財源

の確保が難しいというところは十分認識しております。しかしながら、やはり増

やしていくためにどうしていくべきかというのは、やはりどんどん提案を出して

いく中で、提案いっぱいの意見を集約する中で、どれができるのかというのも、

また財政のほうと相談していただいて、やっていくべきだと思いますので、引き

続き、どんどん智頭町を元気にするためには、意見、そして、施策を打っていか

なければならないと思いますので、これからもどんどん言っていこうと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

  すみません。私もこの経済的支援策で確実に出生数が増加すると言われれば、

先ほど言ったように分かりません。しかしながら、一助にはなろうとは思います。

そして、現状の生の声として挙がっているのも、先ほども言いましたように事実

でございます。ですので、やはり財政とも相談しなければなりませんが、しっか

り検討していただきたいと思います。 
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  また、出生数を増加させ得るためには、やはり若い人に住んでもらわないとい

けないと思います。その観点から、総務常任委員会で北海道の厚真町に視察させ

ていただきました。厚真町は、子育て支援住宅を整備しており、１８歳までの子

どもがいる家族を対象とし、家賃５万６，０００円を基準として、子ども１人に

つき５，０００円引かれていく仕組みになっておりました。 

  また、子どもが１８歳を超えれば、まちが所有する分譲地に家を建ててもらう

ような切れ目のない支援を行っておりました。本町でも、ゆめが丘に若者定住住

宅を整備しておりますが、こことの違いは、気軽に住める賃貸感覚であろうかと

思います。本町でも民間の賃貸アパートは、出ればすぐに入る状況にでもあり、

気軽に住める環境は、とても魅力的で定住につながってくるものだと感じている

ところでございます。 

  近年の傾向として、社会人になれば、一度実家を出る方が多い傾向にもある中

で、気軽に住める町営アパートを整備してほしいという気持ちはありますが、し

かしながら、財源、そして場所のこともありますので、まずは、住む環境の子育

て支援の一つとして、経済的な不安解消の観点から、本町にある町営住宅グリー

ンフォレストの家賃から、子ども1人当たりの減額を考えてみてはと思われます

が、町長の考えをお聞かせ願います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  町営住宅の入居者のうちに、そういった子どもがいるとこ

ろについては免除してはというような質問だと思いますけども、これ、町営住宅

に入ったら、子育ての分の免除はするけども、自宅で育っている場合は免除しな

いよという、やっぱり差が出てくるわけですね、町営住宅にいる人といない人の。

やっぱりそこはすべきではないと。するなら全部にする、しないなら全部にしな

いということじゃないと、ここに住んでいるからこうだよということじゃなくて、

やっぱりそこは同じ条件で、同じ助成をするということにしたいというふうに思

っています。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員、申告の内容と少しずれが生じておりますので、

修正する形の中で質問を続けてください。 

  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  今まで、生の声として、やはり子育てに対する経済的な不

安という観点から質問をさせていただいておりました。そうすると、これグリー
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ンフォレストの空き状況も解消されることにもつながりますし、再度検討のほう

をお願いしたいと思います。 

  そうする中で、やはり住む環境づくりを行っていくことで若い人が住み着き、

そして、この出生数の減少対策にもなり得ると思いますので、しっかり検討のほ

うをしていただいて、そして、町長の答弁からもありましたように、まず結婚だ

ということが出ました。まさしくここで一つ提案させていただきたいのが、同窓

会補助金の導入です。婚活イベントというのも、この智頭町で行っておりました

が、やはり婚活イベントとすることで、構えていかないといけないという部分も

ありますので、なかなか人も集まらない状況というのもあると考えられると思い

ます。 

  その中で、この成人式というのは、私の知り合いでも、この成人式を通して久

しぶりに出会い、つき合い、結婚したという方が２人おられます。そして、失礼

な話ですが、私も成人式のときに、友達とかわいくなったなというのを話した記

憶もございます。今までの実績も踏まえると、この婚活、出会いの場というのに

すごく最適なんじゃないかなと私は思っております。 

  思うの中で、例えば２０歳から２５歳、同窓会として開いていただくよう促し、

本町で集まる機会を増やし、出会いの場を作ってはどうかと考えますが、町長の

お考えをお聞かせ願います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  同窓会に対しての助成は、やぶさかではないというふうに

思いますけども、まちのほうが同窓会をしてはどうかというのも少し方向が違う

んではないかというふうには思います。ですので、実際、さっき言われたように、

２５歳ぐらいまでと、それが３０歳なのかどうか分かりませんけども、そういっ

たことで機会が増えているカップリングができるということがあるならば、それ

は行ってもいいんではないかと思いますけども、ただ、それが本当にそういった

皆さんの同意が得られるかどうかということも、やっぱり研究してみなければい

けないのかなというふうには思います。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  やはり出会いの場を増やすことで、結婚、そして、子ども、

出生数の増加というふうにもつながってくると思いますので、やはりいろんなこ

とを提案をしっかり出していただいて、出生数増加に向けて、本町としても取り
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組んでいただきたいというところでございます。 

  そして、次の質問に移らせていただきたいと思います。 

  本町独自の施策を子育て支援策を講じても、町内、そして町外に知れ渡ってい

ない状況にある中で、情報発信の強化を行うべきだと感じますが、今後の情報発

信について、町長の所見を伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  今後の情報発信という質問ですけども、これまで広報、ホ

ームページはもとより、ＳＮＳを活用した魅力発信事業などによる情報発信をし

て、他と比較しても、積極的に情報発信しているというふうに自負しているとこ

ろですけども、実際言われますように、まだまだ足りていないということもある

んであろうというふうに思います。ただ、民間のマスコミ等々を使いますと、や

っぱり費用が増大になってくるということもありますので、いろんな方策を考え

ていきたいなというふうに思います。 

  こういった状況から、中長期的な観点で情報発信をしていく必要があるという

ふうに思いますけども、やっぱり発信すべき情報を発信すべき相手にどういうふ

うに伝わるか、いわゆる戦略的な情報発信というものをやっていかなきゃいけな

いのかなというふうには思います。 

  今、福祉課が既に実施しております子育て応援アプリがあります。これは予防

接種や乳幼児の健診など、子育てに関する情報を提供して、子育て世代に寄り添

ったサービスとなっておりまして、まさに発信すべき情報を発信すべき相手に直

接届けるということができているんだと思います。こういったことを参考にして、

子育てに限らず、そういった施策ごとにどういった発信ができるのかということ

も考えていきながら、これからも、いわゆるデジタル技術というものを駆使して

いきたいというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  この件も、２０代、３０代の方、１０名に本町の子育て支

援策についてお聞きしました。そうすると、どんな支援を行っているか分からな

いという意見が比較的多くて、私的にもすごくショックを受けたということもあ

って、ここで一つ提案したいのが、ホームページの中での１ページに、お腹の中

に赤ちゃんを授かってから社会人になるまでの支援策というのを、一覧をその１

ページに載せることで、一目で、こういう政策をしとるんだ。切れ目のない支援
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をずっと行っているんだというのも分かると思います。先ほど町長の答弁にあり

ましたように、子育て応援アプリの中にもそれを入れることで、何歳になったら、

こういう施策を本町は行っているんだというのも一目で分かりますし、そういう

のも考えてみてはと思いますが、町長の考えをお聞かせ願います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  実際そういったことをもうやっていくべきだと思いますし、

できるところからしていかなきゃいけないと思います。実際、私も細かいところ

をどういうふうに表現しているのかということも、毎回、毎回ホームページをチ

ェックしていないので大きなことは言えませんけども、やっぱりその辺のところ

で、さっき言ったように、実際１歳、２歳の子育て中でも、小学校に上がったら

どうなるのか、中学校に行ったらどうなるのかとか、そういったことも踏まえた、

ぱっと理解できるような一覧表ができればなというふうには思います。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  町長から前向きな答弁をいただいたと思っておりますので、

やはり見やすくすることで伝わると思いますし、今現在でもすばらしい施策を行

っている本町が伝わっていないというのも、とてももったいないというふうに感

じておりますので、しっかり検討していただきたいと思います。 

  そして、私は、この情報発信の強化は、やはりキャッチコピーだと思います。

もう議員になって何回もこのキャッチコピーということも言い続けておりますの

で、私も議員になって、初めてしつこい人間だなというのも感じているところで

はございますが、やはり、町内、町外に発信をしようと思ったら、このキャッチ

コピーが必要だと感じますが、町長のお考えをお聞かせ願います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  そのことをずっと頭に依然残っておりますし、議員にも、

もしあればということも言ってきました。ですので、いつでも大きな心を持って、

こうやって待っていますので、どうかよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  前回、いいキャッチコピーがあるかと町長も言われており

ましたので、考えてみました。「ＫＴＭ智頭」、略して「子育てに手厚いまち智

頭」、すみません。私の頭の中じゃこれが精いっぱいですので、やはり本町でワ

ークショップを開催し、町民と一緒になって、この出生数の問題であったり、子
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育て支援を広めていくことを考えてキャッチコピーを決めて、町民と行政が一丸

となって、この問題解決に進むべきものだと私は思っております。 

  ワークショップを開催し、キャッチコピーを決めてはどうか、町長の考えをお

聞かせ願います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  ワークショップになるのか、どういった形態になるのか分

かりませんけども、やっぱり一つ、ＫＴＭが悪いじゃありませんけども、何かや

っぱぴっとくるようなものができればなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  私の頭では、これが本当に精いっぱいですので、何か月考

えても、やはりどこも同じようなことを出しておりますので、やはり智頭町らし

さというのも出していかないといけないと思いますので、そして、様々な問題は

やはり行政だけが問題意識を持っていても前に進まないと思いますし、ワークシ

ョップを通じて、町民と一緒に問題意識を持っていくことで、改善への道しるべ

が見えてくるものだと思われますので、検討していただきたいと思います。 

  時間も来ますので、今後の智頭町の未来、今後の智頭町が２０年、３０年、４

０年と元気なまちとして存続し、子どもたち、孫たち、その次の世代たちが、こ

の智頭町で過ごせられる環境づくりを今以上にしていかなければならないと感じ

ておりますので、今行っている施策や今後の改善、そして、新たな施策で、若者

定住、そして、出生数に結果が出ることを願い、私の一般質問を終わらせていた

だきたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  以上で、谷口翔馬議員の質問を終わります。 

  以上で、一般質問を終わります。 

  本日の日程は全部終了しました。 

  本日は散会します。 

 

散 会 午後 １時５１分 



－６０－ 

 地方自治法第１２３条第２項の規定により次に署名する。 

 

  令和５年１２月７日 

 

                智頭町議会議長  谷  口  雅  人 

 

                智頭町議会議員  波  多  恵 理 子 

 

                智頭町議会議員  大 河 原  昭  洋 


